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石川工業高等専門学校運営諮問会議規則 
 
 （設置） 
第１条 石川工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校の充実、発展に資するこ

とを目的とし、広く学外有識者から意見を求めるため、石川工業高等専門学校運営諮問

会議（以下「運営諮問会議」という。）を置く。 
 （任務） 
第２条 運営諮問会議は、本校の運営に関する重要事項について、校長の諮問に応じて審

議・評価し、並びに校長に対して助言又は提言を行う。 
 （組織） 
第３条 運営諮問会議は、10 人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、本校教職員以外の者で高等専門学校に関し広くかつ高い見識を有する者のう

ちから校長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任

の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （議長） 
第４条 運営諮問会議の議長は、委員の互選により定める。 

（運営諮問会議の開催） 

第５条 運営諮問会議は、校長が招集する。 
２ 運営諮問会議は、年１回以上開催するものとする。 
３ 運営諮問会議は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 
 （守秘義務） 
第６条 委員は、その役割を遂行するうえで知り得た情報を、正当な理由なく漏洩しては

ならない。 
 （事務） 
第７条 運営諮問会議の事務は、総務課において処理する。 
 

附 則 
１ この規則は、平成 20 年 12 月 10 日から施行する。 

２ 石川工業高等専門学校運営協議会規則（平成 16 年 12 月 8 日制定石川工業高等専門学

校規則第 508 号）は廃止する。 

３ この規則の施行日前日において、石川工業高等専門学校運営協議会委員として委嘱さ

れていた場合は、この規則の相当規定により委嘱された委員とみなし、当該委員の任期

は、平成 21 年 3 月 31 日までとする。 
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運営諮問会議委員及び学校側出席者 
 

運営諮問会議委員 任期：平成１９年３月１日～平成２１年３月３１日（50 音順、敬称略） 

新 家 久 司（技術振興交流会監事（株式会社国土開発センター 代表取締役社長）） 
澁 谷   進（澁谷工業株式会社 取締役副会長） 
下 畠   学（同窓会副会長（福島印刷株式会社 専務取締役）） 
高 本   隆（石川県 商工労働部長） 
野 崎 義 孝（金沢市立 高岡中学校長） 
牧 島 亮 男（北陸先端科学技術大学院大学 特別学長顧問） 
村   隆 一（津幡町長） 

○山 崎 光 悦（金沢大学 理工学域副学域長・工学部長） 
米 田 政 明（富山工業高等専門学校長） 

○は議長。なお、高本、村委員は所用のため欠席。 

 
学校側出席者 

  校 長                    金 岡 千嘉男  
副校長（教務主事）、技術教育支援センター長  櫻 野 仁 志 

校長補佐（学生主事）             松 田   理 

校長補佐（寮務主事）             竹 下 哲 義 

校長補佐（研究主事・専攻科長）        畑   時 男 

校長補佐（図書情報主事・図書館長）      高 島   要 

一般教育科主任                太 田 伸 子 

機械工学科主任                河 野 顕 臣 

電気工学科主任                深 見 哲 男 

電子情報工学科主任              金 寺   登 

環境都市工学科主任              小 泉   徹 

建築学科主任                 北 田 幸 彦 

情報処理センター長              山 田   悟 

トライアル研究センター長           割 澤   泰 

事務部長                   飯 嶋 裕 一 

総務課長（司会）               柴 田 裕 司 

学生課長                   伊 藤 文 雄 
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運営諮問会議日程 
 
１．日 時  平成２１年３月１１日（水）１４：００～１７：３０ 
 
２．場 所  石川工業高等専門学校 管理棟２階 大会議室 
 

３．日 程 

  １４：００ 開 会（校長挨拶、出席者紹介、資料確認、日程説明、議長選出） 

  １４：２０ 教育研究環境視察 

学び直しニーズプログラム、現代 GP、学生支援 GP、教育 GP 関連 

（特別展示（パネル等）室：大講義室） 

  １５：００ 議 事 

１．地域と協同した技術者教育への取り組み 

  －第２期中期計画の策定に向けて－ 

２．その他 

１６：５０ 全体討論及び講評 

  １７：３０ 閉 会 

 

４．資 料 

（１）石川工業高等専門学校運営諮問会議規則 

（２）石川工業高等専門学校運営諮問会議委員名簿 

（３）第４回石川工業高等専門学校運営協議会報告書 

（４）平成２０年度石川工業高等専門学校の活動状況 

（５）文部科学省採択プログラムの概要等（４件） 

（６）石川工業高等専門学校「学校要覧」（平成２０年度版） 

（７）石川工業高等専門学校「学校案内 2009」 

（８）「石川高専だより」No.76、No.77 

（９）当日説明資料 
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議  事 
 

【開 会】 
司会 ただいまから、平成２０年度石川工業高等専門学校運営諮問会議を開催いたします。 

会議に入ります前に、ご報告とお願いがございます。本会議につきましては、広く

学外の有識者の方々からご意見を求めるために、平成１６年度からは「運営協議会」

として運営してまいりましたが、このたび本校の充実、発展に資することを目的に加

えることにし、名称も「運営諮問会議」として運営することになりました。昨年度、

運営協議会委員としてお願いしておりました方々には、引き続き委嘱された委員とみ

なしまして、お引き受けいただきたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
では開催にあたりまして、本校校長の金岡からご挨拶申し上げます。 

校長 先生方には、年度末のお忙しいところをお越しいただきまして、本当にありがとう

ございます。 
 今日のこの運営諮問会議ですが、先ほど司会が申しましたように、運営協議会から

数えますと５回目ということになります。昨年度の第４回の運営協議会におきまして

は、多くのご指摘をいただきありがとうございました。頂戴しましたご指摘に関して、

検討や改善をしたことにつきまして、若干、報告させていただきたいと思います。 
 現在、多くの点検評価がありますが、学校にとって何より大切なのは学生の質の保

証と向上なので、このことを常に念頭に置いたＰＤＣＡ、しかも楽な形でスパイラル

アップできるようにしなければ、点検評価疲れが出てくるだろうというご指摘をいた

だきました。その上で、科目の系統図だとか、エビデンス類の整備、ＰＤＣＡの特に

ＣＡの部分を強化するということが必要なのだというご提言もいただきました。さら

に、ＧＰなどにつきましては、取り組みが終わったあとどうするのかとのご指摘もい

ただきました。 
 そういうことに対しまして、ご指摘のように確かに評価ということに追いまくられ

ているようであれば、それだけ教育機関としての本質を失うことになりかねません。

そこで、一番大切だと思いました二点について報告させていただきたいと思っており

ます。 
 まず一点目ですが、これは、牧島先生からご指摘いただいたもので、科目系統図で

す。学科ごとに、今、示していますように作りました。本校は５年の本科と２年の専

攻科がありますので、７年一貫で教育することを考えました。教員間ネットワーク委

員会の指導により、各科で作っています。ここに示しておりますのは機械工学科のも

のですが、ほかの学科もこういう形で作っております。ただ本学のカリキュラムに、

まだ完全には対応していない段階です。 
 それからエビデンス類の整備に関しては、これも委員会の中で、教員には試験問題
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だとか答案用紙などをしっかり保存しておくようにと指示いたしております。委員会

等の議事録等につきましては、点検評価委員会でＰＤＣＡによりこれが回っていると

いうことが分かるような形にしようということで、フォーマットを作り、委員会のも

とにエビデンスを作り、セーブする方向でやろうということになりました。来年から

やることに決まっておりますが、実はこれはほんの１、２週間前にこういう形でやり

ましょうというものを作ったものです。 
 ＧＰの取り組みのあとのことについては、後ほど担当の方からご説明させていただ

きたいと思っております。 
 これらは、昨年の運営協議会で頂戴したことに対する答えになっているかどうか分

かりませんが、こういうことをやっておりますということのご報告です。 
 次に、 近の高専をめぐる状況についてご報告したいと思います。昨年の１２月２

４日に中教審から「高等専門学校教育の充実について－ものづくり技術力の継承・発

展とイノベーションの創出を目指して－」という答申が出されました。この答申は、

今後の高専教育にとって非常に重要な指針となります。その中で、高専は、中堅技術

者の養成というこれまでのスタンスから、幅広い場で活躍する多様な実践的・創造的

技術者の養成機関というように位置づけが変わりました。その上で産業界や地域社会

との連携を強化し、ものづくり技術力の継承・発展を担い、イノベーション創出に貢

献する技術者等を輩出することができるような機関になれと、そういうことがいわれ

ております。 
 今日、委員でお越しいただいております米田先生の富山高専と富山商船では、この

中教審答申を先取りするような形で、今年の１０月から高度化再編をなさると、もう

既にお決めになっていますし、既に今国会で審議されております。１０月からは、富

山高専、富山商船は一つの高専になられ、来年４月から新しく学生をとられるという

ようになっております。 
 本校におきましても、中教審の答申の方向に向かって努力していくことが重要であ

ろうと思っておりますし、そのように認識して頑張りたいと思っております。 
 今年は、高専機構が発足しましてから５年を経過します。高専の場合、５年が一つ

の期間でありまして、第１期がこの３月で終了し、４月から第２期に入りますが、第

１期の中期計画が我々としてどこまで達成できているのかということをしっかりと明

らかにし、第２期の計画を作るということが重要になると思っております。 
 高専の場合、文部科学省が中期目標というのを作り、それを高専機構が中期計画の

形で作成するということになっているので、本来もう既にできている時期なのでしょ

うが、まだ文部科学省で中期目標が制定されておりません。ただ、高専機構としては、

こういうことを繰り込んで欲しいという希望は出しているのですが、まだ機構でもで

きておりません。我々としましては、機構の計画ができた時にそれから始めたのでは

少し遅いので、策定される前にもう一度第１期の結果を詳細に見直し、それを今日の
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ような会議などでご披露させていただきながら、先生方のご意見を頂戴して、機構か

ら中期計画が出された時に、我々の高専独自の方針が作れるようにしたいと思ってお

りますし、それをできるだけ早くしたいと思います。また、それができました段階で、

もう一度先生方にご意見を賜りたいと思っております。そういった点で、今日はご提

言を賜ればと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
司会 次に、本日ご出席いただきました委員の方々のご紹介をさせていただきます。 

窓際にご着席の委員の方からご紹介させていただきます。 
金沢大学理工学域副学域長・工学部長の山崎様です。 

山崎 山崎でございます。どうぞよろしくお願いします。金沢大学では昨年の４月から、

３学域１６学類となり、私の属する工学部は理学部と昨年の４月で合併をいたしまし

たので、今ご紹介いただいた役職についています。工学部というのはもう２年半でな

くなる予定です。いろんなことが融合しないとやれないということで、将来に先駆け

てそういう方向に進んでいます。どうぞよろしくお願いいたします。 
司会 北陸先端科学技術大学院大学特別学長顧問の牧島様です。 
牧島 牧島です。よろしくお願いします。 
司会 本校技術交流振興会監事で、株式会社国土開発センター代表取締役社長の新家様で

す。 
新家 新家と申します。どうぞよろしくお願いします。 
司会 本校同窓会副会長で、福島印刷株式会社専務取締役の下畠様です。 
下畠 下畠でございます。よろしくお願いします。 
司会 金沢市立高岡中学校長の野崎様です。 
野崎 野崎と申します。よろしくお願いします。 
司会 富山工業高等専門学校長の米田様です。 
米田 米田です。どうぞよろしくお願いします。 
司会 澁谷工業株式会社取締役副会長の澁谷様です。 
澁谷 澁谷です。よろしくお願いします。 
司会 なお、本日は津幡町長の村様、石川県商工労働部長の高本様は所用のため欠席され

ております。続きまして、本校の出席者を紹介させていただきます。前列から紹介い

たします。 
校長の金岡でございます。 

 副校長で、教務主事、技術教育支援センター長の櫻野でございます。 
 校長補佐で、学生主事の松田でございます。 
 校長補佐で、研究主事の畑でございます。 
 校長補佐で、寮務主事の竹下でございます。 
 校長補佐で、図書情報主事の高島でございます。 
 事務部長の飯嶋でございます。 
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 次に二列目です。 
 一般教育科主任の太田でございます。 
 機械工学科主任の河野でございます。 
 電気工学科主任の深見でございます。 
 電子情報工学科主任の金寺でございます。 
 環境都市工学科主任の小泉でございます。 
 建築学科主任の北田でございます。 
 情報処理センター長の山田でございます。 
 トライアル研究センター長の割澤でございます。 
 次に三列目です。 
 学生課長の伊藤でございます。 
 総務課企画室長の菊澤でございます。 
 総務課課長補佐の紙田でございます。 
 学生課課長補佐の池森でございます。 
 総務課総務係長の米林でございます。 
 私は、進行役を務めさせていただきます総務課長の柴田でございます。どうぞよろ

しくお願いします。 
 次に本日の会議資料につきましてご確認をお願いいたします。 
 まず、委員の皆様方には、先般本校より予めお送りさせていただきましたが、その

時と同じ資料を、本日の席上に用意してございます。 
 一枚目の本日の日程に続きまして、本運営諮問会議の規則。その裏面に委員名簿。

そして前回の第４回石川工業高等専門学校運営協議会報告書。その次に、平成２０年

度石川工業高等専門学校の活動状況。その次に、文部科学省採択プログラムの概要等

４件分をクリップでとめてございます。その次に、本校の学校要覧、学校案内２００９

です。ここまでは、事前にお送りいたしました資料です。このほかに、本年度発行い

たしました「石川高専だより」の No.７６と No.７７、このあとスライドで説明いたし

ます資料の写しをお配りしてございます。 
 不足やご不明点等がございましたらお申し付けください。よろしいでしょうか。 
 では、次に本日の日程の説明をさせていただきます。お配りしてあります、「運営諮

問会議日程」をご覧ください。このあと、教育研究環境視察ということで、学び直し

ニーズプログラム、現代ＧＰ、学生支援ＧＰ、教育ＧＰ関連の特別展示室を視察して

いただきます。そのあと、この会場に戻りまして議事に入らせていただきます。 
 議事についてですが、まず本校の概況につきまして、本校校長から説明のあと、今

回の協議テーマに関連しまして、各担当者からご説明申し上げます。そのあと、全体

討論ということでご審議をしていただきます。日程は、以上でございます。 
 続きまして、議長の選出ですが、本日の議長につきましては、金沢大学理工学域副
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学域長・工学部長の山崎先生にお願いしたいと存じますが、委員の皆様方いかがでし

ょうか。よろしければ拍手をお願いします。（拍手） 
 どうもありがとうございました。 
 それでは、山崎先生にはこのあとの会議の運営につきまして、よろしくお願いした

いと思います。 
 では、ただいまから、教育研究環境視察として、３０分ほど特別展示室の視察をし

ていただきます。場所はこの建物の４階の大講義室です。ご案内いたしますので、皆

様どうぞよろしくお願いいたします。 
 

【教育研究環境視察】 
［社会人学び直しニーズプログラム、現代 GP、学生支援 GP、教育 GP、人材育成、

知的財産］ 
 

【議 事】 
議長 それでは予定の時間を過ぎておりますので、今から具体的なお話をお伺いして、講

評をさせていただくようにします。若輩者で不慣れでございますけれども、進行のご

協力の方、よろしくお願い申し上げます。 
 それでは早速この次第に従いまして、校長先生の方から全般にわたってお話しいた

だくということで、よろしくお願いいたします。 
校長 先ほどはご視察をしていただきましたが、説明等でかなり時間をオーバーしまして

申し訳ありません。 
 先ほど見ていただきました部屋ですが、昨年改修しまして、大講義室というように

呼ぶようにしました。本校は１クラス４０名なのですが、数クラスが一緒に入って講

義できるような部屋があまりありません。しかし、今後はそういったような合併の授

業などにもなるのではないかというようなことも考えまして、改修を機に収容人数を

増やした部屋としました。その披露を兼ねて事業の報告をさせていただきました。そ

のうち、学生支援ＧＰ以外は、来年度以降も続けていくものであります。 
 そういうことを踏まえた上で、昨年の運営協議会以降の本校の活動の概要について、

ご説明させていただきたいと思います。 
 まず、人事の面から説明させていただきます。本校には、主事が５人の体制で行っ

ております。昨年４月にその主事の一人で寮務主事が交代になりました。ほかの主事

はそのままいます。ただ、この５人の主事の体制を、来年度からは少し陣容を変えよ

うと思っています。これまで副校長というのは、今でも、またこれからも機構からは

配置してもらえないのですが、独立したポストいうようにしたいと思っておりまして、

学校の全体を見てもらうポストとして副校長をつくることにしました。主事は、人数

としては５人ということですが、先ほど科目の系統図にも示したように、５年でも終



9 
 

わるのですが７年間の一貫教育ということを考えて、専攻科所掌の事項などを教務主

事の所掌の事項として、教務主事及びその下に専攻科長をつけるという形にしました。

中教審答申などにもありましたように、地域との連携というのを強化する必要がある

ということもありますので、そういう地域との連携を強化するということを目的とし

て、地域連携主事というのを設けることにしました。そういうことで５人なのですが、

中身は少し変わるということになりました。 
 教員についての出入りなのですが、昨年３月には、３名の教員が転出いたしまして、

４月には新たに３名を採用しました。１０月には１名を採用ということになりました。

この３月末には２名が定年退職または転出となりますが、４月から新たに２名を採用

します。昨年１０月に採用しました教員というのは、女性の教員でありまして、本校

は女性の教員はあまり数が多くないのですが、現在５名ということになりました。一

般教育科３名、専門教育科が２名。専門教育科は、機械工学科と建築学科にそれぞれ

１名ということになりました。 
 事務系に関しましては、幹部職員ですが、事務部長が東京工業大学から、総務課長

が福井大学から、昨年４月に赴任してまいりました。学生課長はそのままであります。 
 高専間での人の行き来なのですが、これは数年前からやっておりますが、昨年４月

の時点で、長野高専に派遣しておりました者が１人戻ってまいりまして、長野高専か

ら来ておりました１名が帰りました。岐阜高専から２年間ということで１名が昨年か

ら来てもらっておりますのが、今年度で帰る予定です。来年度は、我々の方からは長

岡高専へ１人派遣するという形になっておりまして、高専間で教員が行ったり来たり

するということをやって、そういう中で切磋琢磨をしようというようなことをやろう

と思っています。 
 それから再雇用の職員ですが、今年度は教員が３名、技術職員が３名、事務職員が

２名と計８名でしたが、来年度は教員が２名、技術職員５名、事務職員２名というよ

うな形で、全部で９名です。 
 次に本校の研究費の獲得についてですが、外部資金の話は先ほど上で見ていただき

ましたが、それ以外に科学研究費があります。科学研究費は、昨年度は全国高専の中

で金額が１番で、採択件数が２番だというようにご報告させていただいていますが、

今年度は採択件数が２１件で、高専の中で一応１番ということになりました。金額に

関しましては５番目でした。そういう状況です。ただ、技術職員が申請できる奨励研

究というのもありますので、それにもう少し額も件数も増えるという状況にあります。 
 それと高専職員は、特に教員はいろんなことに忙しいので、科研費など申請がなか

なかしづらいのですが、今期の中期目標の中では８０％の申請率を達成しようという

ことを言っております。今年度、昨年１１月の申請時点ではこの８０％を達成しまし

た。数が多ければいいというのではないのですが、それが結果に結びついてくれれば

というように思っているところです。 
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 それ以外の研究資金ですが、そこのスライドにも出しておりますが、いろんなもの

へ申請するようにということで一生懸命頑張っていただいております。共同研究、受

託研究、受託試験、委任経理金などがありまして、今年度は今のところ２、２００万

円程度です。 
 それ以外に、先ほど見ていただきましたような現代ＧＰ、学生支援ＧＰ、社会人学

び直しというようなもの。それから原子力人材育成、知的財産等というようなもので、

いろいろとご支援をいただいております。学生支援ＧＰは２年のプロプラムですので、

今年で終わります。先月末に 終フォーラムを行いましたが、今後はこの成果を、今

度は正課の教育の中にどのように組み込んでいくかということです。特にボランティ

ア学などをどうやって正課の教科として組み込んでいくかということを考えたいと思

っております。 
 もう一つは、質の高い教育プログラム、いわゆる教育ＧＰというものが今年度から

始まりまして、それに本校は採択されました。これは高専に関しては８０件ぐらいの

応募があって１３件の採択であったということです。我々のところでは、４件の提案

をしたのですが、そのうちの１件が採択されました。これは冒頭のご挨拶でも申しま

したが、我々としては学生の質を担保するということは非常に重要な課題だと思って

おりますので、そういう面でそういうことを狙ったプログラムの教育ＧＰを採択して

いただいたということは、これは我々にとって非常に意義は大きいことだと思ってい

ます。これは電子情報工学科でやっておりますが、学校全体としましては、この質の

担保ということをやっているということで、４年生について専門の到達度試験をやろ

うと、これも先ほどありましたがこの１月からやっております。これが一つのはずみ

になって、学校の中全体でこういうシステムが定着することを願っております。この

教育ＧＰの第１回目のフォーラムというのを、来週の３月２４日に全国から専門家等

に集まっていただいて行うことになっております。 
 現代ＧＰに関連してですが、先ほど見ていただいたようにいろいろ行っております

が、その中で本校では、平成２０年５月に内灘町と連携協定を結ぶことができました。

内灘の庁舎の前の池をきれいにするというようなことをやっています。また、現代Ｇ

Ｐとの関連で台湾に電気工学科の学生が研修旅行をした際に台湾の龍華科技大学を訪

問して、こことの交流協定を結ぶ交渉をしております。また先方の先生も先日、本校

にお見えになって講演をしていただいて、協定についてお話をさせていただきました。

国際交流については、これ以外にもこの３月のうちに、アメリカやイギリス、大連な

どの大学との交流の可能性についても模索をしていこうということになっております。 
 協定という点では、現代ＧＰとは違いますが、金沢市との間で、教育、人材育成、

ものづくりのこと、あるいは環境保全などに関する連携協定を３月２７日に結ぶ予定

になっております。 
 また、企業の若手人材育成に関しましては、これも先ほど見ていただきましたが、
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石川県の産業創出支援機構のご支援をいただきまして、石川県におけるニッチトップ

企業の人材の育成をやっております。機械系に関しては、今年度は自立しましたが、

電気系は今年テキストを作る、試行という形でやっております。来年度からは機械系、

電気系ともに自立した形で事業を進めます。この事業は、本校にあります技術振興交

流会が母体となって事業を進めるということでやっていきたいと思っております。 
 次に学生の動きについてですが、まず気になりますのは、 近経済不況が急激に進

行していまして、新聞などによく報道されています。今日もある企業で内定者の自宅

待機だとか、事業の減産継続などと新聞に出ていました。それで気になりまして、就

職内定取り消しが、うちに起こっていないだろうかと本校でも調べました。調査は以

前に何回もやっているのですが。お蔭さまで、取り消しはうちではありませんが、全

国的に見ますと、高専全体では５校５名あったと聞いております。本校では、取り消

しされたというのは、今日もこの時点で１名もないということで、一安心していると

ころです。この経済状況がどれだけ続くかということもあって、結構しんどいという

か、仕方がないなというように思っております。 
 学生の就職と進学ですが、この比率はここ数年あまり大きく変わっておりません。

今年に関していいますと、本科では半分強、５２％が就職です。４６％ぐらいが進学

で、進学のうちのかなりの割合は、我々のところの専攻科にも進学しております。専

攻科に関しましては、大学院に行く者が数名いますが、大部分は就職です。ですから、

そういう意味合いでいきますと、全体とすれば就職が多い。就職するうちの半分近く

は、地元就職ということになっております。 
 次に、学生の今年度における特筆すべき活動ということですが、１つはディジタル

技術検定試験というのがありまして、これの２級制御部門というところではトップ合

格をして、文部科学大臣表彰を受けました。情報部門の１級では、２位で合格して、

これは「日本技能検定協会連合会会長賞」を受賞しました。また、本校全体としては

団体優秀賞を受賞というように非常に輝かしい成果を得ています。特に文部科学大臣

表彰は、これで４年連続受けることができました。それから高専の中でいろいろコン

テストがありますが、プログラミングコンテストの自由部門で、これは２年生が主体

だったのですが、今年準優勝に相当する優秀賞を獲得しました。学校全体のこととし

ては、北陸地区の高専体育大会で３年連続総合優勝をさせていただいたというような

ことがありました。 
 現代ＧＰや学生支援ＧＰでは、先ほど見ていただきましたように、河北潟の環境改

善や出前授業、穴水への地震復興支援などに引き続き取り組んでおります。 
 後に、我々にとって今後は入口の方、入学する学生のことが非常に大切だと思っ

ておりますので、このことについてご報告いたします。入学志願者数ですが、昨年は

一昨年から４０名強が増加し、今年度はさらにもう少し学生の志願者数を増やしたい

ということもありまして、体験入学、オープンカレッジ、公開講座などを通して本校
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を知っていただくというように、できるだけ機会を増やしました。そのお蔭があった

のかもしれませんし、５０名ほど増えまして、一昨年から比べましたら９０数名を増

やすことができました。これは非常にありがたいことだと思っております。一般的に

志願者倍率が上がりますと、優秀な学生さんが来てくれるということになりますので、

ひいては我々は優秀な学生をしっかり輩出することができるようなるということだと

思っておりますので、これからも頑張ってもっと増やしたいと思っております。 
 以上は、本校の本年度の概要でございまして、個々のことにつきましては、各主事

から報告をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
議長 どうも有難うございました。校長先生のお話は多岐にわたっておりましたので、い

ろいろご質問がおありでないかなと思いますけれども、大きくはどうでしょうか。順

序は逆転しますかもしれませんが、入口の話と、それから中身といいますか、教育本

体のお話、さらには出口のお話、本体のお話、出口プラス社会貢献ですね。そういう

ふうに一般的に切り分けられるかなというように思いますが、それぞれのところで盛

り沢山のお話がございましたので、特に私の頭の中にデータが入っているわけではな

いのでよく分からなくなってしまいました。委員の皆様、何なりとご質問があればお

受けしたいと思います。 
米田 それで倍率は何倍ぐらいですか。 
校長 実質で１.９倍ほどです。 
議長 学科間の格差とかはどんなものでしょう。 
校長 今年は意外と少なかったと思います。あとで表をお見せしますが、昨年に比べたら

それは少なくて、世間でいわれる土木は、ものすごく高い倍率でした。 
議長 例年の傾向を私は存じ上げないのですが、建築あたりが高いのでしょうか。 
校長 建築は若干下がりました。実はですね、私が校長になってからずっと下がっていま

して、校長が来てから悪いと言われていましたが、副校長が頑張ってくれまして、２

年連続増えました。 
議長 大学では機械系が割と堅調で、電気系とか電子系は、全国的に少し下がり気味です。 
校長 本校の傾向と少し違いますね。 
櫻野 本校では、機械工学科が非常に頑張っておるのですが、電気系ということでは、電

子情報工学科の倍率が一番高くて、従来から電子情報と建築が高い。機械工学科が続

いて、下の方に電気と環境都市といいますか昔の土木工学となっていましたが、今年

は全体的に上がり、特に環境都市は倍率が非常に高くなったということです。その分

だけ少し建築が下がった。そんなような傾向ということです。 
議長 ありがとうございます。今、入口のお話が出ましたので、併せて質問なり、ご意見

を言っていただいていいかと思うのですが。よろしいですか。それでは中身というか、

教育本体のお話に変えさせていただきますが、先ほど、教育ＧＰ、現代ＧＰ等々見せ

ていただきまして、私もびっくりしております。人数がそんなに多くないのに大変頑
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張っておられる、というような実感をいたしました。委員の皆様で先ほどのご発表を

お聞きになられて、何か疑問もあったのではないかと思いますけれども、ございませ

んでしょうか。 
米田 さっき上で見せていただきまして、大変よくやっておられるなという感想を持ちま

した。ちょっと質問ですが、３ヶ月間の長期インターンシップ、これは専攻科対象で

しょうか。 
校長 そうです。専攻科対象です。 
米田 全員がこれに参加されているのですか。 
校長 はい、全員です。 
米田 企業の協力がないと、これはとてもできないわけなのですが、その１１９社の企業

が協力をしてくださっていると、そういうふうに解釈してよろしいでしょうか。 
校長 必須ですから全員が当然行きますが、ほとんどが技術振興交流会の会員の企業の皆

さんのご協力を得ています。 
畑  後でまた説明するところがありますが、１０単位の必修科目となっておりますので、

全員入るということになります。今年度につきましては、１年生１名が休学となって

おりまして、３３名でした。一応協力支援組織でございます、新家さん、前の会長で

ございますけれども、技術振興交流会に大幅に依存しております。それ以外に、特別

研究指導教員のルートで、インターンシップ先を開拓するというケースもあります。

ともかく現時点で、一応受け入れ先は確保されているという状況でございます。 
米田 そのやり方ですが、曜日、時間を決めて学生がその会社に行くのですか。 
畑  月曜から金曜まで３ヶ月間ずっと行きっぱなしです。それに関連して、今後また効

果的な方法でやるにはどうしたらいいかということは、考えていかねばならないとは

思っておりますが、現時点では３ヶ月間行きっぱなしという形になります。ただ、そ

の間は月に１回、指導教員が企業の方へ出向きまして、実習指導責任者と打ち合わせ

る。あるいは学生本人と面談をするという形をとっております。よろしいでしょうか。 
議長 ほかの委員で、何か意見などございますか。私が少し気になったのが一つあったの

ですが、全般にわたったお話をなさったので、方針をちょっと確認しておきたいなと

思いますが。地域連携という観点から、例えば金沢市あるいは内灘町と連携を行う。

それはそれでいい。協定をどんどん増やしていこうというのは、具体的にベースには

どういうお考えがあってというように理解をしたらよろしいでしょうか。 
校長 やはり国際性というのは学生にとって非常に重要なことだと思うのです。まだしっ

かりできておりませんが、今のところはこの４年間ですけれども、１学科ずつ学生を

外国に派遣しています。学生を研修旅行ということでクラス単位で派遣しています。

これをもう少し普遍的にしたいなと。その中で学生自身は国際感覚というか、国際性

が必要なのだという動機づけができればいいなというように思っております。 
議長 分かりました。特に手を入れていこう、という意味合いではあまりないのですね。 
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校長 今我々のところは留学生が６名です。私は増やしたくてしょうがないところなので

すが、受け入れる時には現在のところ国費留学生ばかりでして、国費留学生は寮に入

れるというのが条件となっています。ところが寮は小さいもので、その容量がないの

であまり増やせません。是非とも増やしたい、２０名ぐらいまでにはいきたいという

ように思っています。そのためには、寮などについて機構の方にお願いをしたりして

いるのですが、今は耐震補強の方に力点があって、こちらの方に回ってこないという

実情なのですが、是非ともやりたいなと思っています。 
 行くばかりではなくて、中でいていただく方がいろんな意味合いで国際性を増やせ

ますし、学生への取り組みにもなると思っています。 
議長 分かりました。ありがとうございます。もしほかにないようでしたら、それぞれの

テーマ、課題について担当の方からご説明いただきます。プログラムの 初に、教務

主事に教務関連についてご説明いただこうと思います。よろしくお願いします。 
櫻野 教務主事の櫻野といいます。よろしくお願いいたします。もう一つ技術教育支援セ

ンター長という名前も付いておりますが、これは私ども昨年の４月から、従来各学科

に分散しておりました技術職員の方々を学校全体で運営していこうというような形で、

技術教育支援センターというものを作っております。１０月に高専機構から正式に認

められました。この技術職員の方々に支援してもらうというのが、多分高専の教育の

大きな特徴の一つであろうと考えております。そこのお世話もしているということで

す。 
 先ほど４階で見ていただいたように、ＧＰといいますか優れた取り組みというもの

をいくつかやっているということで、現在走っているカリキュラムに、そういうＧＰ

で試みたことをどう取り込んでいくかということが、今後の課題になってくるだろう

と思います。取り入れ易い授業もありますし、なかなか過密なカリキュラムの中で取

り入れるのが難しいというようなそんな話になっていきます。現在このようなカリキ

ュラムが走っているというようなことを中心にして、そこに地域の方々とどう関連を

しているかということで、お話しさせていただきます。 
 これは、７年間一貫教育で学年進行ということの表で、私ども専攻科を含めて７年

間一貫教育をしておりますが、本科ですと５年間ということで、それがステージⅠ、

ステージⅡ、ステージⅢとなります。本科１年生、２年生がステージⅠということで、

専門教育の前段階といいますか基礎の基礎をやる学年で、一般教養の科目を学ぶとい

うところです。ステージⅡの本科３年というのは、専門教育の導入段階といいますか

専門の基礎を含めていて、ステージⅢの４年生、５年生の専門教育につなぐという意

味合いで、この３つにステージを分けて考えています。それらで５年一貫教育という

ことです。専攻科に関しましては、あとからまた担当が説明をいたします。 
 現在新カリキュラムというのが走っておりまして、来年度といいますかこの４月か

らの５年生で完成ということです。来年度で完成するカリキュラムの特徴としまして
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は、基礎学力の定着。１年生、２年生、３年生で学んだ英語等がどれぐらい身に付い

ているかということを知ろうということで、３年次に「総合数学」「総合英語」という

ものを新設しております。それから一般教科の選択科目化。従来ですと一般教科とい

うのは全部必修だったのですが、４年、５年次に選択科目を導入しているということ

です。それから専門の領域を見直した科目の新設というようなことで、新カリキュラ

ムが走っております。 
 私ども、認証評価、ＪＡＢＥＥの中間審査を既に終えまして、その時にも話題にな

っていたのですが、本科の学習目標ということで少し簡単に書いてありますが、基礎

学力と専門的知識、課題の解決、社会と環境、表現と対話、そんなようなことで１番

から４番までの学習目標が挙がっております。これらをシラバスに目標とその科目が

どう対応しているかということを示しているということです。それから科目ごとに「学

生の到達目標」というものを挙げております。この学生の到達目標に応じて、試験の

問題はこれに対応しておりますということを、学生に分かるように示しているという

ことです。 
 下の方にありますが、本科の学生の「質の保証」ということで、３年次には「数学」

「物理」の学習到達度試験、これは全国高専共通で実施しているものですが、これを

受けています。それから「英語」に関しましては、教育と外部試験を１年から５年ま

で取り入れて、学年ごとにそういう試験をさせているということです。 
 先ほどから教育ＧＰということで話が出ておりますが、４年次に実力評価試験とい

うことで、各学科で専門の基礎科目、例えば電気でしたら電磁気学、電気回路とかい

う、その専門での基礎の科目について実力評価試験というものをやっております。こ

れは、新カリキュラムの一番上の学年、４年生ということで、今年度に実施をしてお

ります。呼び方なのですが、教育ＧＰでは「学習達成度試験」という呼び方をしてお

ります。私ども中期計画では「実力評価試験」というような呼び方をしておりますが、

これからは統一した呼び方にしていく必要があろうと思っております。教育ＧＰを電

子情報がやっておりますので、それを各学科に反映というようなことになるかと思い

ます。 
 ５年次には、卒業研究の充実ということで、従来からやっている学科もありますが、

中間発表会、審査会、活動報告書ということで、このようなことで「質の保証」をし

ていきたいというふうに思っております。 
 これは、少し細かくて見にくいですが、シラバスの一連ということで、学習目標と

の対応。本科では１番と２番に対応していますよ、それから試験の問題では、１番は

学生の努力目標、こういうことを説明できるには、これに対応してこんな問題があり

ますよと、そのような示し方を、学生に一般的にしているということです。 
 学校全体としては、下の方なのですが、ＦＤ委員会、教員間ネットワーク委員会と

いうことで、ＦＤ委員会は学生の授業評価、アンケート、教員間の授業参観、保護者
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の授業参観も１週間の期間を設けてやっております。それから教員間ネットワークは、

一般科の科目と私ども専門の科目の連携の活動をやっております。 
 上の方の、各学科のそれぞれの取り組みということで、機械・電気・電子情報・環

境都市・建築学科・一般教育科ということで、それぞれ取り組みをやっております。

例えば機械ですと、ものづくりに関する技術の強化、ロボコン参加を通してアイデア

を形にする能力養成。電気は、創造工学実験の導入、資格取得システムの構築、その

ようなことに取り組んでおります。電子情報は、先ほどもありましたが教育ＧＰの推

進、資格取得の奨励、プロコンへの参加の推進。環境都市工学科は、水質浄化活動、

出前授業、あるいは小学生対象の公開講座というようなことをやっております。建築

学科は、学外現場見学の取り入れ、能登半島地震での被害調査、そういうようなこと

にそれぞれ取り組んでおります。一般教育科は、１年生、２年生の担任になりますが、

新旧担任の協力によっての学生指導、それから専任の外国人教員による語学教育、ま

た、これは初めて来年度施行するのですが、ＴＯＥＩＣの点数での習熟度別授業とい

うようなことを試みております。それぞれそのように取り組んでおります。 
 これからの話は、今走っているカリキュラムで、地域とどう関連しているかという

ことなのですが、学外見学というのが一つあります。これは２年生の学外見学で、こ

のような所へ見学しております。３年生は、機械、電気等それぞれの学科で、３社か

４社、一泊で見学に行っております。地元が中心です。それから４年生の見学は、関

東方面あるいは関西方面といった所へ見学旅行ということで行っております。今お示

ししました、２年生、３年生、４年生のこれは、日を決めて全学科が一斉に行ってい

ます。 
 それ以外に学科別で学外見学をどういうようにやっているかというと、主にスクー

ルバスを使ってということなのですが、例えば機械と電気というのは、割と企業の見

学の回数が多い。環境都市と建築は、施設見学が多い。このように縦軸に回数をとっ

てあり、１８、１９年度の２年間で２０回やっておりますということです。 
 もう一つ大きなところが学外実習、今ではインターンシップという呼び方をしてお

りますが、本科の４年生も１０日以上、２週間のインターンシップをやっており、率

は全学生の８４％ぐらいということです。 
 これは、非常勤講師の企業の方の割合ということで、これが少し少ないかなと思う

のですが。４６名ほど非常勤講師の中で、去年が７名、今年が５名と、このような人

数になっております。 
 それから企業の方や卒業生による講演というものも学生に聞かせております。また

私どもは、４名いらっしゃる企業からのコーディネータという方々の講演も計画して

おります。 
 後に、先ほど出ました入試という話ですが、少しこれは見にくいのですが、今年

の入試の状況です。ここに倍率、実質倍率というのがあり、合計では２.２倍、２.３倍
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となっております。これは数え方の違いがありますので。推薦の場合は２.２倍でいい

のですが、学力による選抜の場合は推薦で落ちた子もこの中に含まれていますので、

２.３倍となります。先ほど校長が１.９倍と言いましたのは、実質といいますか、募集

２００人に対して３７４人の生徒が志願をしてくれたということで１.９倍というよう

に言ったのですが、実際にホームページで公開するとすれば、推薦の場合は２.２倍で、

推薦を落ちた人が学力選抜を全員受けてくれますので、それも足して二重にカウント

しているということで２.３倍という数字になっています。私どもの目標は、２００人

を募集しますので、それに対して２倍といいますか、４００人を超えるようになって

くれればいいかなと思っております。倍率が高いと、非常にいい学生さんが入ってく

れますので、それがまず一番だと思っています。 
 後に今後の課題ということで、今カリキュラムが来年で完成しますので、次のカ

リキュラムに向けての検討が必要でしょう、と。これは、 近出てきているのですが

新入生の学力不振者に対する導入教育ですが、これは各学科、一般科の方も含めて個

別にやっておられますが、学校として何か体制を組んでやる必要が出てきたのではな

いかなということです。次に先ほども言いましたように、ＧＰ関連の新しい試みをど

うカリキュラムに取り組んでいくかを考える必要があろうと。それから自学自習シス

テムの確立。私どもオフィスアワーということで、教員室へ訪ねてくるというシステ

ムは作っているのですが、なかなか上手に機能していないというところがあります。

後に学修単位ということで、大学と同じような単位の数え方で６０単位まで認めら

れておりますが、それをいかに有効に活用していくかというようなことが問題になる

のではないかと思います。 
 少し時間をオーバーしましたが、ありがとうございました。 

議長 それでは、まずは中身といいますか、教育、出口の反対で入口というお話ですが、

今の内容について何かご質問があったらお願いしたいと思います。 
 では、ご意見を頂戴したいと思います。何か、今後こうしなさいというご意見があ

ればよろしくお願いたします。 
澁谷 感想に近いと思うのですが。私は民間の企業で働いておりまして、社会情勢が今非

常に厳しいですが、企業というのは結局トップの情熱とか、あるいはその一つの活動

体の方向付けといいましょうか、そういうことで決まってくるということで、まさに

その学校におけるそれの非常にいい例を見せていただきました。お上手で申し上げる

わけでは決してないのですが、やはり校長のそういった情熱が運営に表れているなと

いうことを、本当に実感しております。逆に企業が見習わなければいけないなという

ぐらいに、熱い思いで聞かせていただきました。 
 具体的に見ますと、目標が非常にしっかりしていらっしゃるということ。ＰＤＣＡ

をきちっと回していらっしゃるということ。一番感銘を受けましたのは、書類をたく

さんいただきましたが、思っていること、やろうとしていることをきちっと文章化し



18 
 

て、しかも記録を残しておくということ。私もＩＳＯというのを環境面、あるいは技

術面でやっておりますが、やはり文章化して記録を残して、反省の糧にしていく、次

の活動に重ねていくというようなことで、これもまさに実践していらっしゃる。そう

いった辺り、非常に感銘を受けましたということを一言、印象として申し上げます。 
議長 ほかの委員の皆様、いかがでしょうか。 
牧島 今後のことに関しての言及というのはなかなか難しいのでよく分かるのですが、初

めの金岡先生の挨拶の中では、次の中期計画に向けて少し先取りしたようなことをい

ろいろやっていて、そして中期計画の指針がきたらそれに対応した形で取り込むとい

う形だったのだと思うのですが、 後のファースト・イットと関連すると思いますが、

それは具体的にはどこがどういうふうに動くのかなというのが、少し疑問です。これ

は先取りする話ということですので、できていないからどうこうではなくて、もう少

しクリアになっていると、さらに指針がきたらそれに対して対応できるのではないか

と思います。感想も含めてということです。 
櫻野 新カリキュラムは５年生で完成するのですが、それからの話で検討を、ということ

になってくるだろうと思いますが、中期計画で盛り込まれるであろうというのがいく

つか出ているわけですが、入学志願者を増やすとか、あるいは大くくりでといいます

か、中学校からすぐに専門の学科へ配属というのが大変難しいだろうと。１年、２年

を合併クラスにして、それから専門へ上げる、というような話も出ているのですが。

これはまだうちの学校で採用していないのですが、そういうふうにしてとった方がい

いのか、予め専門でとった方がいいのかということもありまして、なかなかその分を

とり込めるというのではないということで、具体的なところを私はここで書いたつも

りなのですが。すなわち、入ってくる学生をいかに導入教育できちんとさせるかとい

うように思って、ここでは書いたのですが。ちょっと学校全体としての話はまだ共通

にとっていないということもあります。 
議長 私も同じところが気になっていまして、そういう意味では出口の分析をきちっとや

っていらっしゃるかなということを少しお聞きしたいのですが。進学率が５０％弱と

いうのはいいのです。そのあとどうなっているか、フォローされているかどうか、あ

るいは直接就職した学生たちが、３年後、５年後、１０年後どうなっているかという

ところを追跡なさっているかどうか。卒業生がどれぐらいの満足度なのかというのを、

大ざっぱなのではなくてもう少し専門性と関わってどうなのかというところを分析な

さると、例えば、ミスマッチがどうだとか、早くとることがいいのか悪いのか、そう

いうところの議論をなさるヒントが出てくるのではないかと思われますが、校長先生、

いかがでしょうか。 
校長 ごく 近はやっていませんが、２、３年前でしたか、教育調査をやりました。高専

機構全体でもやりました。我々のところでもそういうのをやっています。先生がおっ

しゃるほど細かくはないですが、満足度は結構高いようです。ただ大学進学率が高い
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ということは、直接社会に出るにはちょっと早いと思っている学生さんも多いという

のかもしれません。機構全体としては、いわゆる選択肢が広くなったのだと言ってい

ますし、学校の方針がこれまで中堅技術者の養成機関から少し変わったというように

言われています。それも確かだと思います。ただ高専の教育の仕方は、大学にいた時

は知りませんでしたが、大学とは教育のスタイルが違う、むしろ違うべきであると思

っています。実践を踏まえた上で、理論の裏付けを持った技術。大学は、技術という

ことではやはり論理の方がどうしても勝ちがちですから、そこは大学と違うところだ

と思います。進学した人にとってみても、そういう技術の裏付けのある人が大学に進

んでいるので、大学にとっても多分お役に立っているのではないかと、私は思ってい

ます。そういう学生を育て、それが実社会に出て、特に地元がいいと私は思っていま

すが。そういうところで産業の基盤を中心的に担う技術者になってもらいたいと思っ

ています。多くは大体こうなっているのではないかと思っています。 
議長 細かいところでいろいろ議論もあるようです。というのは、すぐ社会へ出る人たち

と進学する人たちが同じ目標、同じ科目を受けて、片方はすぐ実践力、もう一方は大

学、場合によっては多くは大学院まで行きますよね。その時には、大学教育とは違う

ものを求められていることもあるかもしれませんが、本人の実力といいますか、実践

力を伸ばすという意味で、本当にそれがベストかどうかというのは、少し疑問があり

ます。大学がそういう人材を求めていることは置いといて、本人にとって本当にそれ

がベストかどうかというのは、私としては考える余地があるのではないかなと思いま

す。あとの教育にどうつなげていくかという教育をなさっているかどうかという面で、

ちょっと危惧があるなと思います。 
校長 個人的な感想なのですが、高専の卒業生に対する評価軸と、大学の卒業生に対する

評価軸とは本来違うはずだと思っているのですが、どうしても同じ評価軸の中で評価

されるものですから、高専卒業生が本来非常に優秀な能力を持って活躍しているにも

かかわらず、大学卒という方の評価軸に合わせてみた時に、高専をどこに置くのだと

いうことで、例えば社会の方で戸惑っているというか、違っている部分があるのでは

ないかということを、校長になってから思いました。 
議長 ありがとうございます。他の委員の皆様、何か感想はありませんでしょうか。 
新家 質問なのですが、今年から４名のコーディネータの方がおいでるという形になって、

私もお顔も見たことがあるのですが、今年度のそのコーディネータの方の成果という

のは、今お聞きしてもいいでしょうか。 
櫻野 研究主事か、トライアル研究センター担当からいたします。 
割澤 トライアル研究センター長の割澤です。いつもお世話になっております。今年度９

月から４名の方に来ていただいて、各企業を１２月までの期間、大体回っていただい

て、実は私のところにファイルがこんなふうにあります。企業参加のコーディネータ

のお申し出をまとめたものをとって、今月１７日に校長先生に報告会を行って、それ
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から技術振興会の皆様にご案内を一度差し上げたいと思っております。 
 コーディネータの方々のご意見は、高専はＰＲが下手くそ。石川高専は下手くそ。

金沢高専を見習いなさいとはっきり言われています。あとは、せっかくいい技術を持

ちながら、研究をやりながら、なかなか結びつかないという点が若干ありますので、

コーディネータの方々のご尽力によって、今、企業さんと１６の研究会というのを設

けておりまして、徐々に進んでいる段階ということでございます。 
新家 理解できました。コーディネータの方がいいのか、この前の議論なのですが、企業

のほうが高専なりの卒業生をどういうふうにして見ているかというのを、この技術振

興交流会の役員会なりにまた聞いてみていただいたらいいのではないかと、今思いま

した。高専の卒業生と大学の卒業生とでは、私が見ても、ここであえて言いませんけ

れども、やはりちょっと違うのかなというように思いますので、その違いというもの

を聞かれた方がいいのではないかなと思います。 
櫻野 私が、ここへコーディネータ４名の方と書いたのは、今、割澤先生が言われたよう

な研究とかそういう面ではなくて、せっかくおいでるその方々で、講義、講演なり、

本科の学生と何かそういうお付き合いをしてもらえればなという、新たなそういった

ものなのです。 
野崎 新入生の学力不振と書いてあるのですが、やはりかなりそういう学生がいらっしゃ

るのですか、それとも特定の若干名ということですか。 
櫻野 若干名だと思いますが、各科によって少しばらつきがあります。例えば電気ですと、

１０人ほど先生がおりますので、１年生、２年生をその１０人の教員で４人か５人ず

つ面倒を見るというような形にしておりまして、そのうちの成績不振者というのには

個々に対応していまして、ほかの学科もそのような取り組みをしていると思います。

一般科の場合は、科目ごとに不振者を集めてというような形でやっております。 
 これについて、主任の先生方、どうでしょうか。私の今言った全体的な話に補足意

見がありましたらお願いします。一般教育科の場合はどうでしょうか。科目ごとに、

例えば数学は数学で集めてと、そんなようなことをやっていると思いますが。 
議長 入学して来た時から問題があったのか、そうではなくて途中でついていけなくなっ

たためにそのフォローをなさっているのかという辺りを含めて、是非お伺いしたいと

思います。 
太田 一般教育科の太田でございます。よろしくお願いいたします。まず個人差がござい

まして、大変高いレベルの入学試験をクリアしておりますし、推薦の場合も中学校で

大変優秀な成績を持っておりますので、力の差は総合的にはないのですが、個々の科

目で、特に一般科の場合ですと、例えば文系の英語が不得意であったり、それから理

系ですけれども、本学の場合は数学や物理が非常に高いレベルの学習をやっておりま

すから、入ったすぐはそんなに差はないのですが、しばらくしますと少し勉強しない

とついていけないことに気付きます。ここに入っております学生たちは、中学の時は
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結構高い評価を得ているために、あまり努力をしなくても高い評価を得ていた場合も

あります。それで石川高専に入りますと、その上にさらに努力をして優秀なエンジニ

アを育てようという教育機関なので、その気持ちの切り替えがうまくいかない者が、

そんなにたくさんいるのではないのですが少数いまして、一般科の場合は早いうちに

個人的に教員室で必要な教材を与えたり、フォローアップをしたりしております。以

上です。 
議長 専門で、例えば電気とかで何かありますか。 
深見 電気は、先ほど櫻野教務主事が申した通りでして、まず１年、２年で指導教員とい

う形で、４名、５名程度各教員が学生の面倒を見るという形で行っております。あと

１年生の前期の試験が終わった段階で、成績のアンバランスを是正するために補講計

画を大体１１月から開始いたしまして、２月ぐらいまで続けているというようなこと

です。担当教員を設けまして、そういうような形でやっております。 
議長 ありがとうございました。ほかにございますか。 
米田 何よりも大事なのが質の保証だということで議論がなされているわけですが、その

実力評価試験、ネーミングはまたあるかもしれません。これは４年生を対象に各学科

でおやりになっているということですが、どのようなものですか。質の保証が 終ね

らいであることはよく分かるのですが、内容などを少し教えていただければ。通常で

あれば科目ごとに定期試験があって、６０点以上取れば合格ということですね。そう

いうことを。 
深見 「高専便り」の 初のところの電気のところに少し書かせてもらいましたが、大体

４年の後期の１月ぐらいにやっております。その内容としては、基礎科目というとこ

ろで電気は、電磁気と電気回路と電子回路を位置づけておりまして、その３科目に関

して大体３年生と４年生の両方とも２単位ずつ、高専の２単位ですから、通年２単位、

２単位というような形で設定しております。そして大体３年生から４年生の後期中間

までの内容に関して、総合達成度ですので、そんなに難しい科目ではなくて普通にや

れば大体合格レベルが取れるはずであろうような試験を課しまして、一度１月の中旬

ぐらいにやりまして、駄目な学生には一度補講をして再学習させ、全員通過をやらせ

ていただいております。これが電気の状況でございます。 
櫻野 教務委員会では、全学科それぞれでどんな形であろうとやってくださいということ

を伝えてありますので、電子情報工学科はさっき教育ＧＰでやっておられますので、

ほかの学科で、もしこんなような形でやったということがあれば。どうでしょうか。 
米田 それは４年生に対して、３年までにやったことのおさらいをさせてテストがあると

いうことで、点数が悪いと補習をさせてもう１回やるということですか。 
櫻野 はい、補習をさせて、あるレベルまでは絶対に達成しようという考えです。 
議長 よろしいですか。 
米田 ありがとうございました。 
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議長 では時間も押していますので、次に、学生支援ということで、学生主事の先生から

報告を頂戴します。 
松田 学生主事の松田でございます。どうぞよろしくお願いたします。それでは「地域と

共同した技術者教育への取組み」第２期の中期計画策定に向けてということで、学生

支援の関連事項について説明をさせていただきたいと思います。 
 まず、機構がどういう第１期の中期計画を出していたか、学生支援関連についてち

ょっと見てみたわけです。そうすると教育に関する事項というところの（２）の⑤に、

こういう全国的なコンテストを実施するというのが１つございます。我々はそれに対

応しないといけないということです。それから⑥の方に、ボランティア活動などのさ

まざまな体験活動をしないといけないとあり、これが２つ目。３つ目として、特色あ

る教育を行っていくということが書かれております。４つ目が、学生支援・生活支援

のところで、中学校卒業直後の学生、これは高専の特徴をもったものですが中学校を

出たすぐの学生が入ってきますので、そのメンタルヘルスを含めたいろんな支援をし

ないといけない。それから５つ目で、海外の教育機関との国際交流ということです。

この５つが、いわゆる我々高専が取り組むべき主な支援関連事項かというように思っ

ております。それで、この平成１６年から２０年まで、この５つに関して我々がどの

ようなことをやってきたかということを説明いたします。 
 先ほど少し出ましたけれど、全国的なコンテストということで、まずは課外活動の

体育関係で高専大会というのがありますが、ここ３年の成績を見てみますと、北陸地

区大会では、先ほども言いましたが３年連続総合優勝を果たしている。この総合優勝

制というのは、北陸地区しかない特徴的なものですが、輝かしい成果を出している。

これを受けて全国大会へ行きましたけれども、全国大会でも１８、１９、２０年度と、

それぞれテニスとか陸上、あるいは柔道、このような種目で３位以内の入賞を果たし

ているということです。 
 それからロボットコンテスト、もちろん皆様ご承知だと思いますが、これも過去３

年を見てみますと、地区大会から全国大会は国技館の方ですが、実は残念ながらこの

３年行っておりません。ちょっと奮起しないといけないかなと思いますが、幸い昨年、

今年と、それぞれ本田技研あるいはマブチモーターから特別賞をいただいているとい

うことでございます。 
 それからプロコンですが、先ほど出ましたが、プロコンには競技部門と課題部門と

自由部門の３部門がありますが、１８年度には競技で準優勝、課題と自由の部門で敢

闘賞。今年は準優勝である優秀賞を自由部門で獲得しているということでございます。 
 それからデザインコンペティションというのですが、過去３年、残念ながらなかな

かいい成果が表れていません。 
 １９年度から全国高専英語プレゼンテーションコンテストが開始されておりますが、

第１回大会では本校が優勝しております。今年度も何とかならないかと思ったのです
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が、本選に出場したのですが、残念ながら優勝は果たせなかったということです。 
 ２番目のボランティア活動などさまざまな体験活動ですが、河北潟の水質浄化活動、

これは現代ＧＰ絡みでございます。それから能登半島の地震被災地復興支援、これは

学生支援ＧＰ絡みで、学生がそれぞれ活動をしております。浅野川の水害、昨年氾濫

しましたが、そういうものの支援ボランティアにも行っております。また石川県の建

築士会との連携で、いろんなところに学生が出て行っているということになります。

それから出前授業などでも、今、留学生がこういう小学校に出て行っている。あと２

つあり、こういうのは先生のものですが、こういうような出前授業もやっている。そ

れから公開講座。それから、こういうような方法を教育システム、先ほど校長からも

ありましたが、この学生支援ＧＰの関係で、ボランティア学というのを何か教育とし

て導入できないだろうかと。今年と昨年、学生支援ＧＰが進められている時には、少

し試行的に導入しておりますけれども。こういうことがあります。これは、学外連携

の取り組みでございます。 
 ３番目、特色あるＧＰ、いわゆる教育方法の取り組みというところで、先ほどから

何度も言っておりますが現代ＧＰ。これは学生の環境意識を高めるためにやっている

というように、学生側からは考えられております。学生支援ＧＰは、人間力向上を目

指すという意味でやっています。これはもちろん専門の力をつけるということで、そ

れらのほか、ｅ－ラーニング等を積極的に導入して取り組んでおります。 
 ４つ目です。中学校卒業後の学生ですので、かなり精神的にも不安定なところもご

ざいます。そういう意味で、メンタルヘルスを含めた学生支援、生活支援。この支援

については、いろんなカテゴリーと言いますか、まず学習に対する支援。これはある

意味、ものづくり支援ですが、これは学生が、ほんの小さな些細なものでも何か作っ

てみたいという意識に、それを実現させていくということで、本校独自のオンリーワ

ンプロジェクトを実施しています。これはひとテーマに対して、大体 高１０万円ぐ

らいの予算を付けてあるのですが。ゴーカートあるいは野球場のバックネット裏の観

客席作り等です。 
 それから学生に対しては自学自習体制、これを何とかできないかと。あとで紹介が

あると思うのですが、寮の方ではそういう体制を作っております。学生は勉強を自分

でやっていこうというのはなかなかできません。そういう習慣もできていないという

こともあり、そういう支援をしなければいけないだろうということでございます。 
 それから、健康相談・生活相談ですね。こういう関係については、生活の記録とい

うのを本校では取り入れておりまして、半期に一回自分を見つめなおして、その先の

半期をどう生きていくか、どういうことに目標を持っていくかということを考えさせ

ていくことをやっております。 
 それから経済的な支援、あるいは就職・進学に関する支援等々がありますが、特に

就職・進学については、資格試験あるいは外部試験をさせる、導入することで進めて
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おります。これが第二種電気技術者、無線従事者等さまざまです。先ほど出ていたの

が、ディジタル技術検定で、このように１７年度から今年度までに、このように文部

科学大臣賞を含めて非常に輝かしい成績を収めております。これが生活の記録のフォ

ーマットですが、このような形で半期に一回自分を見つめるという場にし、ゆくゆく

は自己理解を行う、こういうことをすることによって、就職と進学等で自分のＰＲも

できるであろうということでございます。 
 それから社会活動に対する支援。こういう学外連携活動によって、やはり人間が成

長するということで、いろんなさまざまなボランティア活動、インターンシップもあ

る意味で学外連携活動の一つだと思われますが。具体的には津幡町と協定を結んでお

りますので、町の「八朔まつり」とか、「どまんなかフェスタ」といわれている、７月、

８月に行われるものに対して、学生が非常に積極的に出て協力態勢をとっております。

これも続けていくためには、好きなものならいいですが、なかなか意が進まないもの

でもやっていくということに対しては、こういう社会活動の評価対策、それをどうす

るか。あるいは先ほど見ていただいたボランティア学というようなものの単位化を考

えた時に、何かそれを進められるような措置というものを考えていく。 
 それから６番目です。生活指導の充実。先ほど来出ていますように、中学卒業です

ので、やはりなかなか何が善で何が悪なのか分からないという学生も多いかと思いま

す。まずは学校や社会生活におけるモラル教育ということで、本校では学生生活のＡ

ＢＣ、ローマ字的にＡは挨拶、Ｂは美化、Ｃだけは英語でコンプライアンスというこ

とでやっております。こういう標語でもって、彼らにそういう啓蒙を指示する。あと

は学生の課外活動です。そういうものを通して、人間力ならびに人格の形成を何とか

できないだろうかということでございます。 
 後ですが、海外教育機関との国際交流。高専生の弱いところは、英語力が弱いの

かというような気がしますが、やはりこの辺が重要なところになっているかと思いま

す。北陸地区高専間の外国人留学生交流あるいはイングリッシュワークショップ、そ

ういうものをずっと続けています。こんなところですが、１９年度にはそういうワー

クショップを３５回開いていています。それから津幡町、内灘町と連携協力協定を結

んでいますし、中国の杭州職業技術学院との連携ということで、本格的にそういうこ

とを推し進めるということで、このたび国際交流委員会を設け、学内に設置していこ

うという予定でおります。こんなことをもう少し重点的に進めていけばよいのではな

いかなと思っております。 
 ただ、来年度第２期中期計画の中でどういうふうに進めていくかいうことですが、

基本的には学生に高等教育を受けるという意識を持たせないといけないわけですし、

何よりも社会に出てその構成員として立派な社会人になるというそういう質を持たせ

ないといけない訳ですので。それはもう地道な努力、今までやってきたようなことを

ずっと続けていくしかないのではないかというように思っております。以上です。ど
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うもありがとうございました。 
議長 ありがとうございます。それではご質問があればお受けいたします。よろしくお願

いします。無いようですので、ご意見をお願いします。どうぞ。 
新家 すみません、質問なのですが。私は今、下の娘が大学２年生で、ちょうどこの学校

の学生ぐらいなのです。今１年生で、今度２年生になるのですが、娘から相談があり

まして、アルバイトしてもいいかという話がありました。私の基本的な考え方として、

後に先生が言葉を締められましたけれども、立派な社会人になるために、やはりア

ルバイトも必要だなというふうには思っているのです、社会人として。すごく学生の

支援とかいう言葉を使われて、学生も逆に言うと大変だなという感じは受けたのです

が、うまく質問はできないのですが、その辺の、社会人になるためにアルバイトをす

るといった、そういったことの考え方を少しお聞かせいただきたいと思うのですが。 
松田 保護者懇談会でもよく言われるところであります。まず私としては、学生ですので

勉強がまず大事だと思います。そういうことになりますと、先ほどの１年生、２年生

の学業不振という問題もありましたが、やはりアルバイトは２番目だと。まず勉強し

ないといけない。勉強に影響が出ないような状況であれば、保護者が認めてやればそ

れでいいと思います。ただ我々教育側としては、いつもどういうふうな注意をしてい

るかいうと、こういうようなアルバイトをするとこういうようなマイナス要因がある

ということ。プラス要因ももちろん示します。そういうことを保護者の方と本人が話

し合って、いろいろなご家庭の事情がございますので、それで納得の上で、保護者の

方がそれでもやらせたいということであれば、それは認めるというようなスタンスで

ございます。だから一概にアルバイトはまずいというようなことではなくて。基本的

に、アルバイトをやっていて、すごい人間力といいますか、対人関係等をそこでこな

していく学生がいくらでも出てきますので、そういう意味ではアルバイトを否定する

ものではありません。よろしいでしょうか。 
新家 はい。 
議長 １年生から５年生までおりますが、あるいは学年によって何か違うとか、その辺は

どうでしょうか。 
松田 １年、２年の時には、我々いつも言っているのですが、中学校の段階での学力が我々

の時代とは大分違いますが、出口の方はある程度決まっているわけです。そうすると

ギャップがすごくあるわけです。したがって１年生、２年生には、そんなアルバイト

なんかしている余裕はないよというようなことはまず注意をします。しかし、それで

も親御さんによっては、いや、それでもいいからやらせたいのだ、家庭の事情がある

のでというようなことで言われますと、やはりそれは先ほど言いましたように、我々

が知っている注意をいろいろした上でやるという形にはなると思います。 
議長 ありがとうございます。ほかにご質問なりご意見なりありませんか。 
澁谷 どの辺りでご質問すればいいかと考えながらお聞きしていたのですが、今、させて
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いただきます。先ほど校長が、大学と高専に求められている目的が違うということに

気が付きましたということで、言葉を終えられましたが、それにも関連するのですが。

非常に密度の高い教育をなさっていらっしゃるということは、先ほどからお聞きいた

しております。各ＧＰでそういったことを支援されているということもお聞きしまし

た。私がお聞きしたいことは、 終的には企業に入られる方が圧倒的に多いというこ

とで、どういうのでしょう、企業経営ということ。では大学の方では企業経営のこと

を工学部でどれだけ教育しているかということにもなるのですが、せっかくここまで

なさってこられたということであるのならば、企業経営のカリキュラムも入れるとい

うことよりも、これも地域との連携にもつながると思うのですが、やはり地元の企業

経営に携わる人たちの、特に企業理念とか方針とか、何のための事業かといったよう

な、その辺りのお話を聞く機会を取り込まれたらどうなのかなというふうに思います

が。その辺、校長は先ほど話を終えられましたが、逆に高専としてはどのような形の

人材を目指していらっしゃるかということに、少し触れていただければと思います。 
校長 澁谷副会長さんがおっしゃったように、実際我々の学生が社会に飛び立った時にど

ういう役に立つのかというのを、実は私では、あるいは教員の大多数では、教育でき

ないのではないかと思っています。つまり我々は実際に企業での経験を持ったことが

ないか、経験者が非常に少ないということで、さっき実践的なことが高専教育である、

というようなことを言いましたけれども、我々自身ではできない部分がたくさんある。

それでコーディネータの方のお力をお借りしながら、企業の方との仲介役をしていた

だいて教育をする。その後、その企業の方たちからそういうお話を聞きながら、企業

人、経営の心構えとかいうのを教育するというのは非常に重要だと思っています。そ

れは是非やらなければならない。卒業生などに時々来ていただいていますが、まだそ

ういう意味合いでは十分できていないので、先ほど副校長からの話の中でちょっと抜

けていましたのは、コーディネータの方に、特には、専攻科ですが、創造工学演習と

いう授業がありますが、その中にコーディネータの方たちが仲介となって、企業の方

から講義をしていただきながら、さらに指導をしていただくとか。そういった形の講

義とか、実習をしようという計画です。その時には、教員も一緒に勉強させていただ

き、それを受け継ぐような形にやっていきたいというように思っています。 
新家 今の話に関して、少しバックして申しわけないのですが、うちの娘はこの前からバ

イトに行っているのですが、外資系の企業でありまして、研修から始まって、その企

業理念の研修からやっているのです。ただ単に９時においでということでバイトに行

っているだけですが、 初に１週間ぐらいは企業理念のマニュアルからの勉強をして

いる。ただ単に経営者の話を聞くというのも一つの手であると思うのですが、先ほど

言われた、バイトというのは生活のためというよりも社会人になるための勉強という

意味で、専攻科、４年生、５年生ぐらいはよいのでは。生活のためと言われるとお受

けせざるを得ないかもしれませんが、その意味よりもやはり社会人になる予行練習と
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いう意味で、私はいいことなのかなというように思います。以上です。 
議長 多分そういう意味ではそんなに時間数を、しかも１２ヶ月ずっとやってもらっては

困るというのが背景にあるのかなと思います。 
松田 実はカリキュラムも非常にタイトになっていますので、そういう意味ではそういう

余裕もない。本来はここを卒業してどういう社会人になるかということで、人間、生

涯勉強ですので、いろんな未知の専門分野に入った時に、高専で習ったやり方、ある

いは勉強の方法、考え方、そういうものをきちっと身に付けておけば、どんなことを

やろうとしたっていけるわけです。単に専門の先端的なことをここで学んだからとい

って、それが武器になるとは必ずしも思わない。本来はベースにボディの力が大切な

ところなので、その辺をやはり高専でたたき込んでいくということが必要なのではな

いかというように思います。 
議長 ありがとうございました。では、野崎委員。 
野崎 ものづくりイコール人づくりという考えで、社会貢献活動などというのを積極的に

やられているのですが、素晴らしいことだなというふうに思います。ただ学生の学び

を活かす社会貢献ということで、震災の被災の所へ行くとか、あるいは地域の清掃を

するとか、いろんなボランティアの形があると思うのですが、学校側のそういうもの

でなくて、例えば学生たちの自発的なクラブ活動とか、あるいは自治会のそういった

ものに発展するとか、そういったようなことはないのかなと思いました。 
松田 先ほど言いました、津幡町との協定でというか、協定前から津幡町の「どまんなか

フェスタ」とか、あるいは商工会のそういう企画に、これは学校が別にこういうこと

があるから行けよということで行ったわけではなくて、彼ら自身が自らやりますと行

ったのです。実は商工会の方に、うちの学生がお世話になっておりましてと言うと、

いや、とんでもない、むしろ商工会の我々の方が世話になっているのだというような

ことでして、その手助けというかやり方を、学校が枠を作ったわけではないというこ

とだけは言っておきたいと思います。 
 それからそういうところの災害的な活動、そういうボランティア的なものでも、や

はりそういう意識を持っていない学生がいるはずですので、そういう学生に対しては

意識を持たせるために、少しでも機会を与える。それは強制的になるかもしれません、

それはボランティアでないかもしれませんが。本質的にいうと。でもそういう機会を

与えることで自分を発見する。そういう所へ出ていける、あるいはその方が面白いな

というようなことができる。そういう機会を与えることが、学生たちに場を与えるこ

とがその学校の役目ではないだろうかと。 
野崎 いろんなところでコミュニケーション能力というのが高まると思うし、とてもいい

ことだと私は思います。中学校とか小学校の出前授業とか、先生でもありましたが、

例えば、専攻科の学生とかが、例えば夏休み中にそこへちょっとボランティアに行く

とか、いろんな形が考えられるので、もし要望があれば是非そういった形もよろしく
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お願いしたいと思います。 
松田 どれだけできるか分かりませんけれども、学生もどんどん出していきたいというふ

うには思っております。またよろしくお願いしたいと思います。 
下畠 感想を含めましてなのですが、一つは先ほど冒頭の方で渋谷さんがおっしゃってい

ましたように、この組織運営の緊張感というのをピシピシ感じます。そういう意味で、

私が言って何か僭越ですごく恐縮なのですが、組織として緊張感を持っていろんなこ

とにトライする基盤ができ上がってきている。これは私は３年目の出席なのですけれ

ども、出来上がってきています。一昨年、昨年、今回と、年を追うごとに組織運営の

密度、あるいは緊張感が高まってきていて、非常に感銘を受けております。一般企業

的な言い方で言いますと、組織としてのマネージメント力が高まってきていると思う

のです。その感想は少し置いておきまして、少し話をそらさせていただくのですが、

今の皆さんのご意見にも非常に近いのですが。 
 一方で、私どものような地元の中小企業の場合ですと、高専生をそんなに大量に採

用させていただくわけではないのですが、高専卒、大卒の方も含めて面接をするよう

な機会があるのですが、正直言いまして、私どもだからかもしれませんが、面接する

時に資質に差がございます。例えばコミュニケーション力とかが明らかに劣っていま

すね。だけど、その劣っていること自体が、よくよく考えてみないといけないという

ことを含んでいるように思うのです。果たして大学卒の方と同じようなコミュニケー

ション力を持っているということを目指すのが、正しいのかどうかです。私は個人的

には、あるいは私どもの会社的な考え方で言いますと、それは違うというように思い

ます。逆の面で言いますと、大卒の方の採用面接をやっていますと、疲れます。あな

た何していたんだと言ったら、バイトしかしていないですね。はっきり言いまして。

何なんだと、あなた何していたんだと。そうなりますと非常に疑問に思います。全て

ではないですよ。もちろんですけど。 
 その問題を考えますと、そこに教育の難しさ、あるいはこれから石川高専さんの目

指される教育のあり方論みたいなものに、やはり何か議論が必要な部分があるのだろ

うと思うのです。それが結局、 初にお話しましたように、マネージメント力が付い

ているということ、イコール、チャレンジができるというふうに言えることだと思う

のです。結局自分たちで決めて、やって、駄目だったらやり直せばいいということで

すから、チャレンジができるというように考えますと、実践面で、例えば中教審さん

の方では創造的な技術者と言っているようですけれど、いったい創造的って何だと。

まともな企業の中で、創造的な技術者を目指すなんてタイトルを掲げたら、バカヤロ

ウ、何なんだ、何するんだ、と必ずやられますね。私なんかもやります。そうすると

創造的な技術者を目指すというのは、 終的な到達点としていいとすると、それを目

指すのだとすると、結局そこのところを具体的にどういう教育をやって、どういうト

ライをかけて、それをまさにＰＤＣＡをまわして、「これだ」という理論も含めて、石
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川高専としての創造的な技術者像みたいなものを自分たちで作りだしていくというこ

とが必要なような気がいたします。既にあるのかもしれませんが。その時に、一卒業

生ですのでちょっと懸念しますのは、この状態で、この緊張感のマネージメントのも

とで、学生がビシビシやられたら辛いだろうなと思います。 
 その問題とアルバイトの問題と、それから創造的な技術者とはどうあるべきかとい

う問題というのは、実はすごく密接に関係しているというように思います。そういう

議論ができる、あるいはそういうためのいろんなトライをして、それをさらにチェッ

クするためのマネージメントの中での議論ができるということが、素晴らしい結果に

つながっていくのではないかと思います。 
 後になりますが、石川高専らしさって何なのでしょうかということを大切なもの

として、是非トライをかけていただければ、多分今のマネージメント力だったら、絶

対すごい成果をあげられるのではないかと、今日、感じております。長くなって申し

訳ありません。 
澁谷 同感ですね。 
議長 ありがとうございました。もうほとんど今日はまとめていただいたような気がしま

す。私、 後にとっておいたのですが。言いたいことみな言われました。 
 私も、多分そこだと思うのです。先生方、是非ご議論なさってお考えいただいて、

なんだろうなって。私なりの答えは、創造力というのはその元は、多分原点をたどっ

ていくと、なぜっていうこと、それに対して自分で答えを見つけ出そうという力かな

というふうに思うので、とにかく与えられたことだけこなすのでは絶対ないと思いま

すね。でき上がったものが幼稚でもいいから、考えさすという教育って何だろうとい

うことを、是非ご議論いただきたいと思います。 
下畠 アルバイトではないですね。 
議長 そうです。バイトではないですね。 
松田 多分専門基礎知識等がないと、創造力なんて出てこないです。そこはきちっと押さ

えた上で、それらをいかに統合するかというふうな考え方をしないと、駄目なのでは

ないだろうかなというふうに思います。 
議長 もちろんですね。統合力とか、総合力とか、総合応用力とかいろんな言い方をされ

ますが、 後、何なんだろうということを是非議論なさっていただいたらと思います。

また学生が一段と可哀想になるかもしれません。 
 では次は、学寮関連事項についてお願いをしたいと思います。 

竹下 それでは、学生寮に関することで寮務主事の竹下が発表させていただきます。学生

寮の第１期中期計画の反省と次期計画への課題ということで、進めさせていただきま

す。まず報告の内容ですが、 初に、あとからの中期計画に関連するような寮の概略

を、少し説明させていただきまして、そのあとに第１期の中期計画の反省と課題。次

に体制を少し話しまして、 後に次期中期計画に関しまして、また皆さんのご意見を
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いただきたいと思っております。 
 ではまず、我々は有朋寮と言っておりますが、教育寮です。大学と違って自治寮で

はなくて教育寮であって、規律ある共同生活を送り、自立した人間に成長することを

目指しております。寮生活の目標ということでは、自学・自習ということです。あと

自立の精神、寛容・互助の心、規律・日課を守ってもらうというようなことが挙げら

れております。そういうことですので、ここにありますような、週例清掃といいまし

て今年からやり始めたのですが、毎週木曜日に、これは洗面所の掃除で、これは簡単

な炊事ができる談話室の掃除をさせるというようなことをやっています。 
 寮棟なのですが、これもあとから出てきますので簡単に説明させていただきますと、

３棟からなっておりまして、海寮、中寮、山寮とがあります。海寮の方は男子の１人

部屋で、主に高学年が生活しております。中寮の方は男子の４人部屋で、低学年が生

活しております。山寮の方は女子の２人部屋で、女子ということです。中寮の男子の

方なのですが、 初は定員９５名でした。９５名の時には、１人部屋と２人部屋だっ

たのですが、希望者が増えてきまして、とてもこの９５名では収容しきれないという

ことで、この１人部屋と２人部屋を、２つを１つにしまして、このような４人部屋で

生活をする形になり、定員がちょうど３分の４ぐらいになります。来年度からなので

すが１１９名。やっと増やしたものをどうして減らしたのだということなのですが、

寮の中の寮生会ということである程度の自治を持たせたいということで、指導寮生を

低学年のところに配置したいと。低学年のところは、１、２年生と、３年生の少しな

のですが、４年生を各フロアに１名ずつ配置するために１人部屋を作らざるを得なく

なって、１２４名から１１９名に減らすような形で運営をしていきたいと、今考えて

おります。山寮の方も６２名から６０名に、これも希望者が多いにもかかわらず減ら

したのは、先ほど校長の方から話もありましたが、留学生を増やしたい。その中でも、

今一人もいないのですが女子の留学生を増やしたいということで、女子の留学生を入

れるようなことを考えまして、シャワー室を１部屋設けて６２名から６０名と、減ら

したような形になっております。これが今の寮棟の状況です。 
 学生寮の第１期中期計画ですが、大きく３つに分かれております。１つは「運営方

針」としまして、住環境の充実と共同生活規律の両立を図る。「生活指導」の面で、寮

生会活動の活発化。 後に「留学生支援」で、留学生の受け入れ態勢の整備・充実を

図るとともに生活支援を推進。この３つから中期計画がなっております。それぞれに

ついて簡単に説明させていただきます。 
 まず、１番目の中期計画の、住環境の充実と共同生活規律の両立を図るということ

で、住環境の充実ですが、先ほどから話しておりますように、定員を増やすような形

で、希望者の増加に対応するように４人部屋を作りました。この写真は、勉強部屋で

自習室です。こちらは居室で、ここに２段ベッドがありますが、４人が寝泊まりして

います。それにあわせましてお風呂が狭くなりましたので、女子のお風呂を新設しま
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した。また４人部屋だけですがエアコンを設置しました。４人部屋はさすがにこのベ

ッドの上の方は、上からの熱気とかで暑いので。あと LAN の環境を充実するような形

で、住環境の充実となっております。 
 また、生活規律の方なのですが、先ほど学生主事が説明しましたが、自学自習のシ

ステムをとるために、学習室ということで、あまり大きくないので学科ごとですが、

週に一度ここに学科ごとに集まりまして勉強をさせるような形をとっております。こ

れも先ほど話しましたが、掃除をさせているということで、週例清掃と月例清掃で、

これは週例清掃の写真ですが、月例清掃の方は、外に出まして草むしりなどをさせる

ようなことを行っております。 
 では、次期の計画の方ですが、先ほどの校長の話にありましたが、新棟の要求とい

うことで、この４人部屋は自習室と居室で、これはなかなか寮生にとって評判は悪く

はないのですが、さらに増やしていくようなことを考えております。低学年の寮生は、

今通学時間が９０分から８０分ぐらいで、それより近くの人はお断りしているのです

が、もう少し６０分ぐらいになるような形で、定員を少し増やしていきたいと考えて

おります。あとはここの自習室などの掃除なのですが、今はまだ彼らが自主的にやっ

ているものではありません。我々がやれというような形で、どちらかと言えばまだ指

導しているような状況ですので、寮生会を使いまして、寮生会による自主的な運営に

もっていきたいということです。あともう一つは、指導寮生の活用ということで、先

ほども少し話しましたが、低学年棟に指導寮生という形で４年生を配置するようなこ

とを、来年度からですがやろうと思っています。それをどういうふうにして活用をし

ていくかというのを、また皆様からいいご意見があれば伺いたいと思っております。

あとは伝統を創出するにはというようなことを、次の時に考えていかなければいけな

いのではと思っております。 
 今の寮生会の活動なのですが、寮のスポーツ大会、新入寮生説明会、池の掃除、寮

内のイベント。この写真はスイカ割り大会ですが、５年生を送る会、高専間の学寮交

流、これは鈴鹿高専の寮生会との交流で、石川高専で行ったものです。こういうよう

なことを寮生会が主体になってやっております。これに関しましては、先ほどの自学・

自習システムなどに比べれば、どちらかといえば彼らが自主的に運営をしております。

こういったことを更に彼らにもう少し活発にやってもらって、寮に入ったらいろんな

楽しいことがあるのだ、寮に入ったほうが得だよというような雰囲気に何とかもって

いきたいと思っております。 
 ３番目の留学生の受入れと支援ですが、これに関しましても先ほど校長からありま

したように、留学生は今のところ国費で入ってきておりますので、６名全員が寮に入

っております。寮の中で今やっていますのは、花見交流会、この写真は新しい留学生

が入ってきた時に寮生会のメンバーだとか４年生、５年生の留学生との交流をやって

いるものです。スポーツ交流会、イベントへの参加、これは花火大会のあとに留学生
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と交流している様子です。あとはスイカ割り大会、こういう催しものがある時には、

留学生の方に声をかけまして、一緒に参加するような形をとっております。 
また、先ほど学生主事の話にもありましたが、講師として学外へ出ます。これは条

南小学校の英語の授業の様子で、一緒に参加させるような形をとって、彼ら留学生の

意識を高めるというようなことをやっています。あとはお国紹介ということで、これ

は、去年新しく入ってきた３年生のマレーシアから来た留学生のハフィズ君が、低学

年の１年生に張りきって民族衣装を着てお国の紹介と、留学生としての考え方みたい

なものを話してくれた様子です。こういったことで国際化の促進を何とか寮の中で行

っていきたい。もちろん全学的に取り組まなければいけないことだと思いますが、国

際化の促進と留学生の受け入れの拡充。先ほども校長の方から話があった通りで、今

は６名しかいません。６名では国際化といってもまだまだと思いますので、もう少し

増やしていきたいと。女子の留学生の受け入れということで、今ここにありますよう

に、女子は全部日本人です。留学生女子は一名もいません。女子の留学生を受け入れ

ていきたい。 
こういうようなことを推進する委員会として、国際交流委員会というものを来年度

から設けまして、更にこれを全学的な取り組みの中で、寮だけではございませんが国

際化を推進、促進していきたいというように考えております。 
 次に体制ですが、今教員が寮務委員会として８名、寮生会に２０名ぐらいいまして、

寮生は全部で２６５名。あと留学生が６名います。どうしても寮務委員会だけでは寮

生全員をうまくコントロールできませんので、やはり寮生会への自主運営への支援と

いう形でうまく体制を組んでいきたいと思っております。留学生に対しても、受け入

れの拡充と国際化ということを何とかやっていきたいというように思っております。 
 次期の中期計画ですが、これは今までまとめたものですが、この３つの方針を、こ

こにありますように、伝統を創出するには、寮生会による自主運営をやっていくには、

指導寮生を活用するにはどうすればいいのか、国際化の促進、留学生の受け入れ拡充、

こういったことが次の計画での課題だというように考えております。以上です。 
議長 ありがとうございました。では、ご質問を兼ねてご意見を頂戴したいと思います。 
牧島 寮に関したこと、かなり立派な計画ができていると思います。寮だけではなくて、

ほかの場合についてもここで示されているグリーンの部分、来年度以降をどうするか

ということがこういうように示されると、具体的に全体としてこういうように動こう

としているのだなというのが分かるのですが。今までのいろんなご発表の中に、それ

ぞれの活動の実績みたいなのは非常に立派なもので特にそれは問題ないので、それを

来年度も続けてやりますということだったと思うのですが。計画ですので来年度以降

については、ああいうような言葉になってもいいと思うのですが、それにある程度可

能ならば数値目標的なものも入れたものが、やはり計画ではないかなと思うのです。

そういう視点がちょっと全体的になかったので、これを見て寮の場合は、これはこれ
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で立派なものだと思います。以上です。 
議長 ありがとうございます。ほかの委員の皆様、ございませんか。 
 発表は、きれいなご発表なのですが、多分寮は大変なのだろうなと。ほかにも問題は

いっぱいあるのだろうなと。私は実態が分かっていないのですが、これは想像に難く

ないので、いろいろ大変なのだろうと。 
竹下 そうですね。ここに少し示しましたように、教員が８名で寮生２６５名が寝泊まり

している状況ですので、どうしても寮務委員会の委員だけでは運営することはできな

いというのが現実です。ですから寮生会を借りるような形で何とかうまく運営したい。

自立をある程度持たせるような、もちろん教育寮ですので彼らの完全な自治というわ

けではございませんが、ある程度の自立を促すようなことをうまくできればいいなと

いうように思っております。 
議長 ありがとうございます。よろしゅうございますか。もしよろしければ、時間も押し

ていますので次にいきましょうか。先生、ありがとうございました。 
 後になるかと思いますが、専攻科のことと地域貢献をあわせて、研究担当の主事

からご説明をいただきます。 
畑  研究主事の畑と申します。よろしくお願いいたします。 

 専攻科、地域貢献と現代ＧＰを中心といたしまして、協同教育に関連した事項を、

少し具体性に欠けるかもしれませんが説明いたします。 
 これは、本校の中期計画でございまして、専攻科の教育に関する項目としてこうい

う表現がございます。精深な専門教育を展開することで修得した知識を柔軟に活用で

きる応用力を育むとございます。また本校専攻科の設置目的には、研究開発型技術者

の育成ということがうたわれております。先ごろ答申がありましたが、中央教育審議

会答申におきましては、専攻科において養成する人材像といたしまして、幅広い視野

を持ち、高い課題設定・解決能力を備えた実践的・創造的技術者の育成ということが

うたわれておりまして、その中で、現場における教育・訓練が必要であって、専攻科

における企業と連携した共同教育が有効かつ重要というような表現がございます。一

方、本校ではＪＡＢＥＥ認定の取り組みといたしまして、本科４年生から専攻科２年

生までの課程を創造工学プログラムとして構成していまして、そのうちの複合工学修

得コースにつきましては、平成１８年度融合複合新領域という分野でＪＡＢＥＥの認

定を受けております。その審査の過程でいろいろ指摘されましたことにつきまして、

いくつかの改善を行っております。 
 本校専攻科における協同教育の たるものが、先ほども少しお話をさせていただき

ましたが、長期インターンシップの導入・実施かと思います。これは、地域企業にお

きまして学生が実務を積むことによって、技術者に必要な素養・能力を身に付けさせ

るという目的で行っております。平成１８年度から３ヶ月、１０単位の必修科目とし

て実施しております。３年実施しまして、いろいろ課題があるわけですが、一つには
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専門力・展開力を体験できるようなものとするということ。特にものづくりというこ

とが近年重要視されておりますので、そういうようなものを体験できるようなプログ

ラムとするにはどういう方策が必要か。あるいは実務で得られたいろんな知識・技術

を専攻科の教育と融合・複合というか、統合するにおいてはどういうようなものが必

要か。カリキュラムの改正が今後の課題になるかと思います。 
 それから創造工学演習における共同教育の取り組みと申しましょうか、このスライ

ドですが、地域と関連した河北潟の環境改善。これは現代ＧＰになりますが、あるい

は能登半島地震からの震災復興。これをテーマ・課題として実施しております。この

うちの創造工学演習Ⅱに、専攻科２年生の授業になりますが、チームプロジェクト型

のテーマを設定して、このテーマのもと、専攻あるいは出身学科の枠を超えたチーム

を構成いたしまして、彼ら自身で計画を立て実行しております。チームワークと創造

性を養うという目的で、創造工学演習の中でプロジェクト型の演習を行っております。 
 この下の方に、創造工学演習の課題として、これを更に発展させ、今ＪＡＢＥＥで

非常に重要視されております技術者として必要とされるエンジニアリングデザイン能

力ですね、これへの教育の進展をどうするか、あるいは特別研究、インターンシップ

との連携をどのように考えるか。これらが創造工学演習における課題かと思います。 
 次に、地域貢献の取り組みであります。本校の中期計画のところの、社会との連携

の中で次のような項目があります。協同教育を推進するにあたりましては、地域ある

いは地域企業の支援がなくしては到底出来ません。そういうことで企業との連携をど

うするかということになるかと思います。地域社会との連携・協力を推進する地域一

体型高専を目指すというのが、現在の中期計画でありますし、またトライアル研究セ

ンターを中心とした地域貢献、更には学術・技術交流の活性化というのが中期計画の

中でうたわれております。 
 地域及び地域企業との連携というところで、ここにありますようないくつかの事業

を実施しております。先ほども話題に出ましたが、石川高専の教育支援組織でありま

す技術振興交流会に１１９社加盟しておりまして、本校の教育研究にご支援をいただ

いております。そのほか人材育成事業。先ほどのプレゼンでありましたが、こういう

ようなこともやっております。また市町村との連携協定の締結では、津幡町、あるい

は現代ＧＰが仲をとりもった形で内灘町との連携協定締結に進んでおります。また今

年度中には、金沢市と協定を締結するということになっております。 
 地域企業との連携におきまして、今後どういう方向に向かうかということとしまし

ては、地域、地域企業へ高い水準のサービスを今後どのような形で維持していくか、

それが一つの課題でありましょうし、教育と地元の連携研究をフィードバックできる

ようなシステムを確立する必要があるかと思います。また更なる連携を進める上にお

いては、コーディネータの活用も今後の課題でございます。 
 学術・技術交流の活性化という形で、先ほども少し話題が出ましたが、技術振興交
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流会参加企業の技術者と本校教員との間で研究会を発足させております。各科２件か

ら４件ほどであります。ここを舞台にしまして、企業と技術研究交流を進めたい。

終的には共同研究までに進めばというように考えております。 
 それから他高専との研究交流ですが、今年度石川、富山の国立３高専と、ＪＳＴイ

ノベーションプラザ石川との間で覚書が交換されまして、これを契機としまして、こ

の３高専及び北陸先端科学技術大学院大学と共同研究が立ち上がったという状況でご

ざいます。 
 後に現代ＧＰでございますが、本校の現代ＧＰ、郷土愛育成による環境改善教育

システム構築の取り組みにつきましては、平成１９年度地域貢献型プログラムの中で

文部科学省から採択を受けております。その特徴としましては、河北潟をテーマとし、

ものづくりあるいは教育システムの取り込み。地域連携がキーワードとして取り組み

が行われているわけです。 
 この現代ＧＰにつきましては、今年度は２年目というところですが、今年度に関し

まして主として行いました活動というのは、本科３年生から５年生を対象とした「河

北潟リテラシー」、専攻科１年生を対象としました「創造工学演習Ⅰ」を具体化しまし

た「河北潟出前授業」、「木工沈床」の製作・改良。更には先ほども出てまいりました

が、専攻科２年の「創造工学演習Ⅱ」で取り組まれましたプロジェクト型の演習であ

ります。３つのプロジェクトを動かしております。 
 後に、現代ＧＰの今後ということですが、来年度が 終年度となりますが、来年

度あるいはその後の課題といたしまして、教材、素材にどういうものを選ぶか、教育

課程の中でこの現代ＧＰの取り組みを安定した位置づけとして、どういうところに与

えるか。これらが今後の課題だと思います。以上でございます。 
議長 ありがとうございました。では、質問、ご意見をお伺いします。 
澁谷 少しもってまわった言い方になるかも分かりません。ご質問と提案でございますが、

特に長期という名前が付いておりますインターンシップについてなのですが、企業は

学校と接するのは、どちらかというと総務部とか人事部とかいう立場の者が窓口にな

っていると思います。そして仮にインターンということで学生諸君をお受けしたあと

は、むしろ人事とか総務を離れて、現場のマネージャーがお引き受けする。そこで質

問ですが、畑先生が、人事ではなく現場の企業のマネージャー、実際に受けて学生諸

君と接する人たちとの対話というかコネクションを、どれほど持たれたかということ

を少しお尋ねしたいということが一点です。 
 提案は、それと同じことなのですが、やはり人事・総務といった人たちよりも、む

しろ現場で学生諸君を受け入れている人たちの意見を求めるような場を、是非持って

いただいたらどうかと思ったのです。私はちょっと実態を知らずに言っておりますの

で、ずれていたら申し訳ございませんが。ちょっとご質問と提案です。 
畑  第１点は、いわゆる実際の実務指導責任者、実習指導責任者とのコンタクトという
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ことになるかと思います。私自身は、現実的には個々の指導者とはお話する機会は、

ごく一部の方を除いてしかございません。ただ実習着手前に、指導教員から実習指導

責任者に連絡を取っていただきまして、どういうような方向でやっていったらいいか

を一応打ち合わせをすることになっております。それから教員ではありませんが、学

生自身に、実習着手前の８月の夏休み中に、現実に企業の方へ出向いて責任者の方と

打ち合わせをするというようなことを、一つの事前指導の一環として行わせておりま

す。 
 それから先ほども少し申し上げましたが、実習期間中には、少ないのですが月１回、

合計３回にわたって学生の特別研究指導教員である教員が、企業の実習指導責任者の

方へ出向いて、いろいろ意見を聴取したり、面談をするというような機会があります。

終的に企業責任者のご意見をいただく機会としまして、インターンシップが終わり

ました１２月初旬に、インターンシップ報告会なるものを開催させていただいており

ます。そこで意見交換という形で、全員ではございませんが、ご出席いただいた実習

指導責任者からご意見を受け賜わっております。以上でございます。 
澁谷 恐れ入ります。もう一度だけ申し上げます。専攻科における取り組みの４の長期イ

ンターンシップの導入・実施のひと囲み目の中に、「企業が抱える課題や社会的課題の

中から問題設定を行い」とあるのですが、これは我々経営者も分からない問題でして、

あまりに課題をこういうように大上段にお掲げになると、これを受けて立つ方は「ど

ういうこと」となって腰が引けてしまうわけですね。学生諸君も大変だし、先生も大

変だろうなと思いましたので、少し申し上げたのですが。 
畑  お答えになるかどうか分かりませんが、確かに大上段で構えた表現かもしれません。

我々も、インターンシップの実施マニュアルに出ているものをちょっと引っ張ってき

たのですが。ただ、ともかく学生が現場へ出ていろんな実務を経験することによって、

企業の中でどういうことが問題になっているか、またその課題が発生した場合には、

企業の方々はどういうふうな対応をとっているか、それを目の当たりにする、あるい

は体験するということで、少しでも学生は技術者としてのそれをながめて欲しいとい

う願いで、こういうことが書いてあると、私は解釈しているのですが。 
澁谷 それに対して私は、まず先生方がご実行を選んだ方がよろしいのではないかと、ち

ょっと皮肉な提案で恐縮でございますが。 
畑  分かりました。ありがとうございます。 
議長 よろしいですか。私は、いいご提案とチェックだったと思いますが。 後の報告会

というのはどういうことでしょうか。ついでにお聞きするのですが。企業と担当者の

方とが一緒に来られての報告会ですか。学生は別にして。学生のことを聞いてという

ことでしょうか。 
畑  まず報告会をいたします。その時には、学生が自分の体験いたしましたインターン

シップの報告をいたします。その際には学生はもちろん、教員、実習指導責任者、企
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業の方々がおいでます。それが終わったあと、教員、企業の実習指導責任者で、意見

交換会なり、先ほど申し上げました場を設けております。 
議長 分かりました。ありがとうございます。少し基本的なところをお伺いしておきたい

のですが。専攻科の定員というのはどの程度充足されているのでしょうか。 
畑  本科は５学科ございます。機械、電気、電子情報、環境都市、建築ですが、機械、

電気、電子情報この３学科で電子機械工学専攻を構成しております。各科大体４名あ

たりで、電子機械工学専攻の定員は１２名。それから環境都市、建築の２学科を母体

といたしまして環境建設工学専攻ができております。１学科あたり４名ということで

８名定員、合計２０名定員です。実際には在籍者ははるかに多いわけで、今１年生は

在籍者３４名ということになっております。こういうことになっております。 
議長 逆にお叱りを受けそうですね。多過ぎるとか。少ないと怒られるし、多過ぎるとま

た怒られるし。 
校長 定員は本科課程の１割というふうになっているようなのですね。ですから、実際は

１.５倍が入っているという感じです。今度米田先生の富山高専は、新しく統合されま

すと定員が１割増加、２割ぐらいになるのですね。専攻科を充実するということは機

構全体としては方針としてありますので、叱られることはありません。ただし、大学

と違いまして、大学の場合は大学院に行きますと学生の積算校費が増えますよね、と

ころが高専では金額が減ります。要するに専攻科というのは、校舎の面では付録なの

です。 
議長 すごい数字が挙がっているみたいですね。米田先生、どうぞ。 
米田 ちょっと関連で。今、金岡先生からご紹介あったように高度化再建による統合と言

っていますが、富山地区で１０月に新しい高専ができますが、ポイントは３つありま

して、１つが本線だと思いますが、高度な教育的内容の。先ほど質の保証という問題

がありましたが、それをしっかりとやりなさいということです。 
 ２つ目はその専攻科の拡充なのです。その根拠になっているのは、中教審の答申に

ありましたように、専攻科修了生はこのところ評判が上がっているのですね。大学の

工学部等の卒業生と比較されておりまして、その比較の軸は同じ軸で比較していまし

て、それがいいかどうかは別として、専攻科修了生の方が一般に企業からはうけます。

すぐ手が動くであったり、みんなと協同して何かができるであったり、新しいことを

考えつこうとするであったり。弱いのは英語と言われているのです。そういうような

データがありまして、実際に進学希望者も年々増えております。富山高専でも、今、

本科定員の１割が現在の定員ですが、それの倍ぐらい進学しています。そういう状況

なので、専攻科は大いに拡充しましょう、しなさいというのが２つ目ですね。 
 ３つ目が、地域連携事業を推進しなさいと。大学のいろんな地域ごとの窓口、地域

共同研究センターのような窓口には教員定員が付いていますが、高専にはそのてのセ

ンターに定員というのは従来なかったのですが、それが高度化再編した新しい高専に
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は、そこに教員定員を付けましょうということになっています。そういうようにその

２番目の専攻科ですが、そのようなことで本科の定員の２割ぐらいにすると。富山の

新しい高専もそうなのですね。 
 そこで、畑先生に私からの質問なのですが、長期インターンシップというのは、専

攻科を拡充する目玉だと思うのですが、それを３年も前から、３ヶ月行きっぱなしの

１０単位ということでおやりになって、さぞかしご苦労があるのだろうと思います。

一方で、ＰＢＬ型の創造工学演習として、これもやっておられますよね。そうすると

時間割を組む時にかなり窮屈になるだろうと思いますし、肝心の専攻科諸君がどうそ

れについてきているのか、思っているのか。私のところなどでは、専攻科生には比較

的頻繁に意見を聞くことにしています。そうすると、ＰＢＬ型授業がはっきり言って

専攻科生にとってかなり負担になっているというような意見も出てくるのですが。専

攻科生の皆さんと指導の先生方とがそういう意見交換をされていると思いますが、そ

ういう時に本音の意見が専攻科生からどういうふうに出ているのか。それがもしあっ

たら、大いに参考にしたいのでお聞きしたいなと思って質問いたします。 
議長 企業秘密のところですね。 
畑  確かに３ヶ月の長期インターンシップ実施ということで、カリキュラムというか時

間割は非常に窮屈になっております。その点からお話をさせていただきます。前期は、

１年生は、本科なり専攻科２年生と夏休みの期間が違います。８月初旬まで授業を行

いまして、夏休みがその分短くなり、９月から３ヶ月の長期インターンシップに出て、

ここから後期になります。残りの１２、１、２月で半期の授業をするということで、

１年生の授業後期は同じ科目を週２回やるという工夫をして、これは私の前の専攻科

長のいろんな尽力でやれたわけでしょうが、そういう形で実施させていただいており

ます。確かに窮屈です。 
 それからこの答えは非常に言いにくい答えなのですが、確かに３ヶ月行きっぱなし

ということになりますと、学生自身もやはり特別研究のところから手が離れるという

ことに不満を抱くことは事実のようであります。この件については、来年度カリキュ

ラムの検討を今もやっているわけなのですが、その際にインターンシップの改善とい

う形で、例えば週に何日は企業に出向き、残り何日かは学校でやるというような形に

考えられるかと思います。それは今後の検討課題ということで、やるとは今のところ

言えませんけれども、そういうふうに考えています。 
 それからプロジェクト型の意見ですが、実際の担当者から私がいただければ本当は

よろしいのでしょうが、現代ＧＰと絡めて、あるいはプロジェクト型ではありません

が学生支援ＧＰと絡めてやっているということで、校外に出るようなこともあります。

そういうことでいろんな意見がないことはございません。オピニオンボックスに入っ

てくる意見にはそういうものもございます。それに対しては、一応こちらの立場を説

明させていただいております。そういう感じです。 
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米田 ありがとうございます。特に特別研究との絡みをお聞きしたかったのですが、今の

先生の話の中にそれも出ましたので、逆に参考にさせていただきたいというように思

います。ありがとうございました。 
議長 ほかにございませんか。どうぞ。 
新家 地域貢献、地域連携ということで、これは意見です。私は先日、平成２１年度から

「社会人の学びの教え」をやられる金沢市内の大学に呼ばれました。と言うのも、申

請の時から、私が会長をしている協会として協力するということを前提としていまし

たので。それと石川県と国交省もそれに協議会を作って協力するという形だったもの

ですから。それが採択されたので、さらにもう一歩具体的に協力して欲しいという話

だったのです。 
 何を言いたいかといいますと、今、現代ＧＰとか、穴水の災害復旧などをやられて

いますが、要は行政とかもやられていますので、もっと前から行政や協会も含めて、

協議会を作るのがいいのか悪いのかというのはありますが、もっとコンタクトを取ら

れてやられた方が、高専のＰＲにもなるのではないかと。より深い地域連携、地域貢

献になるのではないかというように思います。そういう経験があったもので、情報と

してお話しさせていただきました。以上です。 
議長 ありがとうございます。もうとっくに終わらなければいけない時間ですが、一応畑

先生のお話はこれで切らせていただきましょう。ご苦労様でした。 
 
【全体討論及び講評】 
議長 本当に時間がとれないのですが、ご報告をいただいたあとプログラムでは全体討論、

質疑というふうになっておりますので進めますが、その前にちょっと一つ言い忘れた

ことを。研究のことも含めてお話しいただきたいと思っているのですが。畑先生から

のこれを見ると、想像以上に先生方大変なのではないかなと思いつつも、でも科学研

究費をしっかり取っていらっしゃる人は取っていらっしゃる。個人レースからそろそ

ろ、例えば石川高専の何か研究分野の強みというようなことも、校長先生、あるいは

主事さんサイドでお考えがあってもいいかなと。そういうようにおやりになっている

のならいいのですが。無理な注文かもしれませんが。 
校長 研究というのは大学と違いまして、個人個人なのですね。私が校長になった時、本

当に全く個人の努力で盛んに研究をされていた先生は何人かいらっしゃる。 近割と

科研費をいただいている特徴として、一般教育科の先生が多いことです。これは不思

議だと私は思っているんです。もう一つは、これまで個人的にやっていたものを、学

科横断というか、そういうのでやっていただくように努力をしていることはあります。

先ほどの現代ＧＰに関連してですが、これも関連しているように、学科横断でグルー

プを作っていただいて、これを科研申請するという形で、要するに個々の力としては

強くないかもしれないのですが、全体でやるよりは、はるかにアイデアも出ますし、
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力にもなると思っていて、それはどううまくいっているのかなというようには思って

います。 
議長 分かりました。余計な指摘をいたしましてすみません。頑張っておられる上に更に

頑張るということですね。一つの方向かもしれないと思いました。 
 少しだけ時間をとらせていただいて、全体を通して委員の皆様に総括的な感想ある

いはご意見を頂戴できればと思いますが。どなたからでもよろしいのでお願いしたい

と思っています。 
牧島 昨年、かなりのことを申し上げたつもりなのですが、それに付け加えて高専の場合、

教育というのはご存知のように大切で、やはり教育の質とその保証というのが非常に

重要視されています。大学でもそうなのですが。それに対していろいろな取り組みを

されるというのはお聞きしたのですが、それをやはり精力的に進めていただけると、

質の高い、保証をしている高専であるというかなり特徴が出てくるのではないかと思

います。やはり高専の中でも特徴をそれぞれ出せということも高専の中で、機構で言

われていますから、取り組みたいですね。それから地域貢献に関しては、これ各高専

みなそれぞれ工夫してやっていまして、そこで特色を出せというのはなかなか難しい

と思いますので、是非教育の質の保証、向上、そこら辺に、何かもっと精力的に取り

組まれるといいのではないかなというように思います。 
議長 ありがとうございました。ほかの委員の皆様何か総括的にご意見があったら、お伺

いしたいと思います。 
澁谷 学生諸君を受け入れまして、フレッシュマン教育ということでやる際に、一番言い

ますことは、何か坊主みたいな言い方で恐縮ですが、人間何のために生きているのか、

幸せにならないかん、幸せになるためにはやはり経済も大事でしょうと。経済を支え

るためには、ものづくりが大事でしょう、企業というのは何かを作って、いくらかの

値段で買っていただいて、それを活用して喜んでいただいて、なりわいを得るという

極めて単純なことをやっているのですよと。そういう噛み砕いたことをまず言います。

その人材の供給をしていただいているわけですが。お話を聞いていまして、やはりも

のづくりというところに、一つの石川高専の果たすべき役割にベースを置いて、教育

をなさっていらっしゃるということを、今日はひしひしと感じました。石川県に石川

高専ありということで、非常に誇り高く今日は聞かせていただきました。ありがとう

ございました。 
議長 ありがとうございます。ほかの皆様いかがでございましょうか。 
米田 今日は先生方の全般にわたるお話を伺いまして、同業者として大変心強く、また一

部うらやましく聞かせていただきました。高度化再編による高専の更なる生起という

のは、現在の富山地区を含む４地区での新高専以外に、そのあとも続くものであると

いうふうに認識をしています。この石川高専さんの場合には、場合によっては単独で

再編というようなこともお考えになっていらっしゃるかとも思いますが、それを先取
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りする形で先生方がご努力なさっているのがよく分かりました。高専は中学生を受け

入れますから、高専の先生方は高等学校の先生方的な要素と、一方では高等教育機関

ということで、大学の先生的な要素とあわせ持っています。大変仕事の量も多くて、

本校の富山高専の先生方も一生懸命頑張ってこなしておりますけれども、石川高専の

先生方は更にもっと頑張っているなというような感じがいたしました。上手に頑張っ

ていただくのがいいわけで、その辺、金岡先生をはじめ、教職員をよく激励されて、

それなりのインセンティブをお与えになりながら学校運営をされているのかと思いま

すが、その辺のノウハウをあとでまた聞かせていただきたいなと思うくらい、今日は

素晴らしい研究内容のご発表だったと思います。どうもありががとうございました。 
議長 ありがとうございます。ほか、もしあればお願いします。よろしいでしょうか。 

 では時間もないので、これくらいでまとめさせていただきますが、 後に「議長講

評」と書いてあるのですが。１つ、２つだけ言い残したことを述べさせていただきま

す。 
 私は少し前から思っているのですが、ここの高専の強みではないかと思うのですが、

建築系があって、もう一つデザインというのがある。これから、ものを作るとか売る

というのは、やはり今まで以上にデザイン性とか人間工学的なところが大事になって

きているというように捉えています。そういう意味で、機械工学であろうと、電子系

あるいは電気であろうと、作るものに対して、土木というのは元々少し社会性がある

ので、考えておられると思うのですが。効率だ、スピードだ、軽いとかばかりではな

くて、そういうことがかなり求められていると思います。そういう教育を取り入れて

いくことも少しお考えになって、入れろというわけでなく、可能性をお考えになって

みてはどうでしょうか。 
 デザイン系の先生方は、よく手で考えるということをおっしゃいますね。私自身は、

専門は機械工学ですが、あまり手で考えさせたことがない。ここで考えろとつい言っ

てしまうので。間違っているかなと、 近ちょっと反省をしております。そう意味で、

少しそういう可能性をお考えになったら、学科をまたがって融合して教育にあたれる

ような気がしております。それが一点です。 
 もう一点だけ、長くなるといけませんので。 初に要覧を見させていただいている

時に、印象に残ったのは、悪い印象に残ったのですが、委員会の多いこと。びっくり

しました。金沢大学よりずっと多いなと思って。犠牲者をつくってください。これは

松田先生、仕方がないじゃないですか。上のほうの先生も仕方がないかもしれません

けれど、少数で意志決定をなさったらいいのではないですかね。全員で、民主主義で

というのも大事かもしれませんが、やはりある年齢をこえた方が、もちろん下の人が

ついてきてくださるような結論を導かないといけませんけれど、もう少し管理運営を、

校長先生には何か権力がありそうですが、その次のレベルがみんなフラットに見えま

すので、そうではなくて。委員会の数を３分の１か４分の１に減らせませんかね。今
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日の発表の中に、また新しい委員会ができるという話があったので、おやおやと思っ

ていました。これが私の率直な感想です。大学も同じことを言われているのですが、

それにしてもその大学から見ても、あまりにもすごいなと思いましたので、少し申し

上げさせていただきました。 
 辛口で申しわけないのですが、私も米田先生同様に、素晴らしいなと。今回初めて

出させていただいたのですが。早速大学に持ちかえって真似をしなければというふう

に思っておりますが、皆さんのご努力に本当に敬服いたしました。今日はどうもあり

がとうございました。 
 つたない司会のために随分時間が長引いてしまいました。すみません。これで、一

応議長は終わらせていただきます。 
 

【閉 会】 
校長 本当にどうもありがとうございました。いろいろご意見をいただきまして、反省点

がかなりあります。私の指示の仕方の悪さで、次期の中期目標を作りますのに先生方

のご議論を伺いたいということで、ちょっとつたない考えだったので、目標というの

をしっかり出せませんでしたものですから、数値目標をしっかり立てなくて、基本的

なことの報告だけになりました。ただ、こういうふうに考えております。高専という

のは、やはり 終学校だと思って教育をすべきであると考えています。進学が多いか

らといって中間の学校ではない。社会に出て活躍する学生を我々は教育しているんだ

という気構えでいます。大学とは一線を画した、違った教育をしたい。そうやらなけ

れば、我々の存在意義はないのだろうという気がします。そういう意味で、今回中教

審から出されています中期計画に関する報告を読みますと、いろいろ施策があるよう

に思います。要するに質を保証し、向上させろということを言われたと思っています。

その一つの方法として、長期インターンシップ、これは専攻科だけでやっております

が、これは高専ではＣＯＯＰ教育と申しまして地域との協同教育ということで、それ

を進めろというように言っています。長期インターンシップも、その中の一つなので。

ＣＯＯＰ教育というのは、我々の教員だけではできない話でして、企業の皆様方のお

力を借りながら教育する。先ほど来、澁谷さんにおしゃっていただいた現場の人にい

ろいろ聞いてやっているかというと、少しはやっているつもりですが、やはりきちん

とできていませんので、それも早くできるような形にしなければいけない。先ほどの

報告の中に一つあったと思いますが、今年になりまして企業の方とうちの教員とによ

って研究会を立ち上げたのも、実はそういう気持ちがありまして、先生方に実際の現

場を分かって、企業でのことを分かってもらって教育する。そういう中で研究すると

いうようなことができれば、それがまた教育にはね返ってくるだろうということも思

っています。共同教育を進めるために、今年度４人ほどコーディネータを雇わせてい

ただいたので、その方々、それから技術振興交流会の会員の企業の皆さんにいろいろ
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教えてもらいながら、それを教育の現場の中に持ち込めるように、そういう計画をこ

れから頑張って作らせていただこうと思います。 
 我々も中期計画をできるだけ早く作りたいと思っておりますが、機構から出される

のがいつかよく分からないのです。そこから逸脱するのは別に構わないかもしれませ

んが、一応、機構がどういう計画を作るかということを見た上で、我々は自分たちの

活動が十分発揮できるものを作りたいと思っています。いずれにしてもできるだけ早

く作らなければなりません。そういったものを作りました時にはもう一度、来年度で

すが、割と早い時期にこの会議をさせていただいて、ご意見を頂戴したいと思います

ので、その折には是非ともよろしくお願いしたいと思います。 
 今日は本当にどうもありがとうございました。 

司会 以上をもちまして、平成２０年度運営諮問会議を終了させていただきます。長時間

にわたりご審議いただきまして、どうもありがとうございました。 
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平成２０年度石川工業高等専門学校運営諮問会議資料

「地域と協同した技術者教育への取り組み」
－－第２期中期計画の策定に向けて－－

教 務 関 連 事 項

教務主事

技術教育支援センター長

櫻野 仁志

・本科での専門科目の確かな理解の上に，幅広く，しかも精深な専門教育を

展開することで，習得した知識を柔軟に活用できる応用力を育む。
ステージⅣ

（専攻科１,２年）

・必修科目を中心とした専門教育を通して時代の変化に対応できる基礎的な

知識・思考法を確実に定着させる。

・実験・卒業研究を通して自ら課題を発見し，探究・解決する能力を身につ

けさせる。

・豊かな教養，地球環境に対する問題意識と倫理観，国際性と地域への視点を

兼ね備えたリーダーシップを発揮できる人材を育成する。

ステージⅢ

（本科４,５年）

・専門教育の導入段階として位置づけ，専門基礎知識の習得や技能の体験

に基づき，専門分野を学ぶ自覚と自ら問題を解決していく姿勢を喚起する。

・一般科目と専門科目との関連性，技術者にとっての基礎学力の必要性を教える。

ステージⅡ

（本科３年）

・専門教育の前段階として位置づけ，中学校の学習内容の理解を深め，

専門科目を学ぶための教養と基礎学力の確実な定着を図る。

・学ぶことの喜びを教え，知的好奇心を喚起する。

・将来の技術者としての動機付けを行い，目的意識と職業意識を高める。

ステージⅠ

（本科１,２年）

学年進行に伴う教育指導（７年間一貫教育）

• 新カリキュラムの特徴
２１年度の５年生で完成

①基礎学力の定着
３年次に「総合数学」「総合英語」を新設

②一般教科の選択科目化
４，５年次に「法と秩序」，「特別英語演習」等

③最近の専門領域を見直した科目の新設

など

学習目標

１．基礎学力と専門的知識
２．課題の解決
３．社会と環境
４．表現と対話

・科目ごとのシラバスに目標として挙げる
・科目ごとに「学生の到達目標」を挙げる
・試験問題と到達目標との対応づけ

＜質の保証＞
３年次：「数学」「物理」学習到達度試験(全国高専共通) 「英語」外部試験
４年次：実力評価試験「各学科で専門基礎科目について」(Ｈ２０～)

教育ＧＰで本格的に実施する予定 「学習達成度試験」
５年次：卒業研究の充実(中間発表会，審査会，活動報告書など)



• 各学科のそれぞれの取組み
○機械工学科：①ものづくりに関する技術の強化，機械実習・工学実

験，安全教育 ②ロボコン参加を通してアイデアを形にする能力
養成

○電気工学科：①創造工学実験の導入 ②資格取得システムの構
築 ③卒業研究の質的改善(英文概要)

○電子情報工学科：①各種資格試験の取得奨励 ②プロコンへの参
加を推進 ③教育ＧＰの推進

○環境都市工学科：①水質浄化活動 ②出前授業
③小学生対象公開講座

○建築学科：①学外現場見学の取り入れ ②能登半島地震での
被害調査 ③建築ＣＡＤ技術者検定など資格取得指導

○ 一般教育科：①新旧担任の協力による低学年生指導 ②専任
外国人教員による語学教育 ③ＴＯＥＩＣ点数での習熟度別授業

・ 学校全体として
ＦＤ委員会，教員間ネットワーク委員会の活動

・能登空港

・穴水町役場・石川県庁

・総持寺・金沢大学工学部

平成２０年度平成１９年度

２年生学外見学
３年生学外見学（平成２０年度）

キリンビール北陸工場
中村留精密工業（株）
ニッコー（株）

機械工学科

（株）生産技術
北陸電力（株）
関西電力（株）宇奈月ダム

電気工学科

（株）ナナオ
（株）金沢村田製作所
NHK金沢放送局

電子情報工学科

珠洲市風力発電所設置工事現場
輪島市曽々木窓岩トンネル現場
輪島市（朝市通り・門前町）復旧復興現場
穴水町＆川島復旧復興現場

環境都市工学科

（財）石川県建築住宅総合センター
九谷焼美術館
深田久弥 山の文化館
中谷宇吉郎 雪の科学館

建築学科



淡路夢舞台
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
ベネッセハウス・地中美術館
秋吉台・秋芳洞
北九州市立美術館・九州国立博物館
旧大分県立図書館・大分県立図書館

建築学科

首都高（株）大師工事現場・羽田空港
国土地理院・土木研究所
有明水再生センター・中坊処分場・東京都庁

環境都市工学科

マイクロソフト（株）・産業技術総合研究所
日本科学未来学館・フジテレビジョン
ＮＴＴドコモＲ＆ＤＷＨＡＲＦ
三菱みなとみらい技術館

電子情報工学科

私立龍華科技大学
台北、桃園（八田興一技師功績めぐり）
総統府・ＴＡＩＰＥＩ１０１・忠烈祠
台湾電綜股份有限公司

電気工学科

三菱自動車工業（株）岡崎工場
三菱重工業（株）神戸造船所
川崎重工業（株）岐阜工場・関西空港
大阪ガス（株）ガス科学館
（株）神戸製鋼所加古川製鉄所
人と防災未来センター

機械工学科

４年生見学旅行（平成２０年度）

20年度夏季学外実習（本科４年生対象）

○原則１０日以上で２単位認定（卒業には関与しない）

学    科 在学者数 希望者数 実習学生数 実習率（％）

機械工学科 41 41 32 78

電気工学科 46 44 43 94

電子情報工学科 43 37 36 84

環境都市工学科 36 35 32 89

建築学科 44 32 33 75

合計 210 189 176 84

○非常勤講師の企業人割合
Ｈ１９年度７／４６ Ｈ２０年度５／４６

○企業人，卒業生による講演会
専門学会などの講演会の開催など

○専任コーディネータによる講演



入学試験（学力選抜）

国語，数学，理科，英語の４教科，試験時間は各５０分
受付期間：H21. 2. 2～ 2. 5 ，検査期日：H21. 2.22
試験会場：本校，穴水，小松

※出願状況は本校ホームページ上で公開

年度・数
学科・試験 志願者数 入学者数 実質倍率 志願者数 入学者数 実質倍率 志願者数 入学者数 実質倍率

推 薦 ２９ １２ ２．４ ３３ １６ ２．１ ３５ １６ ２．２
学力検査 ５９ ２９ ２．０ ５１ ２６ ２．０ ４５ ２６ １．７
推 薦 ２３ １３ １．８ ２７ １５ １．８ ３９ １５ ２．６
学力検査 ５０ ２９ １．７ ３９ ２７ １．４ ５６ ２６ ２．２
推 薦 ４２ １３ ３．２ ３９ １５ ２．６ ３４ １７ ２．０
学力検査 ５８ ２９ ２．０ ４１ ２７ １．５ ６０ ２５ ２．４
推 薦 ３１ １３ ２．４ １９ １５ １．３ １８ １６ １．１
学力検査 ５７ ２９ ２．０ ３３ ２６ １．３ ５０ ２６ １．９
推 薦 ３７ １２ ３．１ ３６ １６ ２．３ ３４ １６ ２．１
学力検査 ６０ ２８ ２．１ ４１ ２６ １．６ ４９ ２７ １．８
推 薦 １６２ ６３ ２．６ １５４ ７７ ２．０ １６０ ８０ ２．０
学力検査 ２８４ １４４ ２．０ ２０５ １３２ １．６ ２６０ １３０ ２．０

建築学科

計

環境都市
工学科

平成２０年度

機械工学科

電気工学科

電子情報
工学科

平成１９年度平成１８年度

平成２１年度入学者選抜 志願者数及び合格者数 
平成 21 年 3 月

学科 募集人員 選抜の別 志願者数 合格者数 小計 実質倍率 

機械工学科 
４０ 

内，推薦は 
１５名程度 

推薦による選抜 ３３ １６ 
４２ 

２．１ 

学力検査による選抜 ６７ ２６ ２．６ 

電気工学科 
４０ 

内，推薦は 
１５名程度 

推薦による選抜 ３１ １６ 
４２ 

１．９ 

学力検査による選抜 ６０ ２６ ２．３ 

電子情報工学科

４０ 
内，推薦は 
１５名程度 

推薦による選抜 ４８ １６ 
４２ 

３．０ 

学力検査による選抜 ７５ ２６ ２．９ 

環境都市工学科

４０ 
内，推薦は 
１５名程度 

推薦による選抜 ３０ １６ 
４２ 

１．９ 

学力検査による選抜 ５５ ２６ ２．１ 

建築学科 
４０ 

内，推薦は 
１５名程度 

推薦による選抜 ３５ １５ 
４２ 

２．３ 

学力検査による選抜 ４８ ２７ １．８ 

合計 ２００ 
推薦による選抜 １７７ ７９ 

２１０ 
２．２ 

学力検査による選抜 ３０５ １３１ ２．３ 

 １ 学力検査による選抜の志願者数には，推薦による選抜で合格内定とならなかった者で，出願時に学力選抜を志願した者を含む。 
 ２ 学力検査による選抜で第２志望学科に合格した場合，第１志望学科と第２志望学科の志願者数に計上してある。 

今後の課題
• 新カリキュラムが来年度で完成(５年生まで)

カリキュラム改訂に向けての検討

• 新入生の学力不振者に対する導入教育体制

• ＧＰ関連の新しい試みを定常カリキュラムに

如何に取り込むか？

・自学自習システムの確立(オフィスアワーなど)
・学修単位制(６０単位まで)の有効な活用



平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

地域と協同した技術者教育への取組地域と協同した技術者教育への取組
ーー第２期中期計画策定に向けてー第２期中期計画策定に向けてー

学生主事学生主事

松松 田田 理理

学生支援関連事項学生支援関連事項

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

IIII．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上
に関する目標を達成するためにとるべき措置に関する目標を達成するためにとるべき措置

１．教育に関する事項１．教育に関する事項

(2)(2)教育課程等の編成等教育課程等の編成等

⑤公私立高等専門学校と協力して，スポーツなどの全国的な競技会や⑤公私立高等専門学校と協力して，スポーツなどの全国的な競技会や
ロボロボットコンテストなどのットコンテストなどの全国的なコンテスト全国的なコンテストを実施する。を実施する。

⑥高等学校段階における⑥高等学校段階におけるボランティア活動などボランティア活動などの社会奉仕体験活動やの社会奉仕体験活動や
自然自然体験活動などの体験活動などの様々な体験活動様々な体験活動の実績を踏まえ，その実施を推の実績を踏まえ，その実施を推
進する進する。。

(4)(4)教育の質の向上及び改善のためのシステム教育の質の向上及び改善のためのシステム
③各学校における③各学校における特色ある教育方法の取組特色ある教育方法の取組を促進するとともに，優れを促進するとともに，優れ

た教た教育実践例を毎年度まとめて公表するなど育実践例を毎年度まとめて公表するなど, , 各学校における教育各学校における教育
方法の改方法の改善を促進する。善を促進する。

(独)国立高等専門学校機構第１期中期計画
ー学生支援関連ー

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

３．社会との連携，国際交流等に関する事項３．社会との連携，国際交流等に関する事項
⑤⑤ 安全面への十分な配慮を払いつつ、学生や教員の海外交流を促進安全面への十分な配慮を払いつつ、学生や教員の海外交流を促進

するためするため海外の教育機関との国際交流海外の教育機関との国際交流を推進する。を推進する。
⑥⑥ 特に特に留学生に対しては我が国の歴史・文化・社会に触れる研修旅留学生に対しては我が国の歴史・文化・社会に触れる研修旅

行などの機会を学校の枠を越えて毎年度提供する。行などの機会を学校の枠を越えて毎年度提供する。

(5)(5)学生支援・生活支援等学生支援・生活支援等
①①中学校卒業直後の学生中学校卒業直後の学生を受け入れ，かつ，相当数の学生が寄宿舎生を受け入れ，かつ，相当数の学生が寄宿舎生

活を送っている特性を踏まえ，中期目標の期間中にすべての教員が活を送っている特性を踏まえ，中期目標の期間中にすべての教員が
受講でき受講できるるように，ように，メンタルヘルスを含めた学生支援，生活支援のメンタルヘルスを含めた学生支援，生活支援の
充実充実のための講習会を実施する。のための講習会を実施する。

②② 図書館の充実や寄宿舎の改修図書館の充実や寄宿舎の改修などの計画的な整備を図る。などの計画的な整備を図る。
③③((独独))日本学生支援機構などと緊密に連携し，各学校におけける日本学生支援機構などと緊密に連携し，各学校におけける各種各種

奨学金制度など奨学金制度など学生支援に係る情報の提供学生支援に係る情報の提供体制を充実させる。体制を充実させる。

２．研究に関する事項２．研究に関する事項（略）（略）

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

１．全国的なコンテスト１．全国的なコンテスト

２．ボランティア活動など２．ボランティア活動など様々な体験活動様々な体験活動

３．３．特色ある教育方法の取組特色ある教育方法の取組

４．４．中学校卒業直後の学生に対する中学校卒業直後の学生に対するメンタルヘルスをメンタルヘルスを

含めた学生支援，生活支援含めた学生支援，生活支援

５．５．海外の教育機関との国際交流，学外連携海外の教育機関との国際交流，学外連携

高専が取り組む学生支援関連項目高専が取り組む学生支援関連項目



平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

◯◯ 高専体育大会高専体育大会

北陸地区大会北陸地区大会H18,19,20H18,19,20年度３年連続総合優勝年度３年連続総合優勝
全国大会全国大会H18H18 テニス女子テニス女子SS優勝，陸上：走幅跳優勝，優勝，陸上：走幅跳優勝，100m100m２位，三段跳３位２位，三段跳３位
全国大会全国大会H19H19 テニス女子テニス女子WW優勝，陸上優勝，陸上100m100m３位，柔道男子３位，柔道男子73kg73kg級３位級３位
全国大会全国大会H20H20 テニス女子テニス女子WW３位，円盤投げ３位３位，円盤投げ３位

○ロボコン○ロボコン
平成18年度 「ふるさと自慢特急便」２回戦敗退
平成19年度 「風林火山」特別賞(本田技研工業(株))
平成20年度 「ROBO-EVOLUTION 生命大進化」特別賞(マブチモータ(株))

◯◯プロコンプロコン
平成18年度 競技部門で準優勝、課題部門と自由部門で敢闘賞を受賞
平成20年度 自由部門で優秀賞（準優勝）を受賞

◯◯デザコンデザコン
平成18年度 ・環境部門 予選通過 ・構造部門 21,37/50位
平成19年度 ・環境部門 予選通過 ・構造部門
平成20年度 ・予選通過ならず

◯全国高専英語プレゼンテーションコンテスト◯全国高専英語プレゼンテーションコンテスト
平成19年度 優勝
平成20年度 本選進出も入賞ならず

１．全国的なコンテスト１．全国的なコンテスト

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

◯河北潟水質◯河北潟水質浄化活動［現代浄化活動［現代GPGP］］（Ｃ）（Ｃ）
・内灘町役場前の池を河北潟の水に入れ替え，水の循環と酸素供給，ビオトー・内灘町役場前の池を河北潟の水に入れ替え，水の循環と酸素供給，ビオトー
プにより水質改善プにより水質改善

・干拓地の農業排水を対象に沈砂池および木工沈床による浄化・干拓地の農業排水を対象に沈砂池および木工沈床による浄化
◯能登半島地震被災地復興支援［学生支援◯能登半島地震被災地復興支援［学生支援GPGP］（全学科）］（全学科）

◯浅野川水害支援ボランティア◯浅野川水害支援ボランティア
◯建築士会会員との連携強化（公開講座，士会イベントへの相互協力）◯建築士会会員との連携強化（公開講座，士会イベントへの相互協力）（Ａ）（Ａ）
◯◯能登半島地震での被害調査４能登半島地震での被害調査４,,５年生全員５年生全員（Ａ）（Ａ）
・・20(19)20(19)年度：輪島土蔵研究会で土蔵復元に参加年度：輪島土蔵研究会で土蔵復元に参加，延べ，延べ4040人人(19(19年度：年度：8080人人))
・・2020年度年度：：穴水町復興支援穴水町復興支援 江尻屋改修計画（研究室単位江尻屋改修計画（研究室単位））

→→出前授業出前授業
・・「日本文化を英語で伝えよう」授業活動に留学生「日本文化を英語で伝えよう」授業活動に留学生参加参加（（条南小学校条南小学校）ほか）ほか

・・森本中学校森本中学校でで「「地球温暖化についての講演と地球温暖化についての講演と対策対策」」（Ｃ）（Ｃ）
・・刈安公民館で刈安公民館で「ウィンドカーを走らせよう「ウィンドカーを走らせよう」」（Ｍ）（Ｍ）

→→公開講座公開講座
・・小学生対象「自然にやさしいまちづくり入門小学生対象「自然にやさしいまちづくり入門--空気空気の巻の巻･･水の巻水の巻･･土の巻土の巻--」」（Ｃ）（Ｃ）
・・ものづくり体験教室「ものづくり体験教室「かざぐるまかざぐるまカーを走らせよカーを走らせよう！」う！」（（技術支援センター）技術支援センター）

→→教育システム教育システム

・・ボランティア学の導入ボランティア学の導入（全学科）（全学科）

２．ボランティア活動など２．ボランティア活動など様々な体験活動様々な体験活動

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

３．３．特色ある教育方法の取組特色ある教育方法の取組

◎現代◎現代GPGP
郷土愛育成による環境改善教育システム郷土愛育成による環境改善教育システム（平成（平成1919〜〜2121年度）年度）
ー河北潟リテラシーと創造工学演習による河北潟環境教育と環境改善の取組ーー河北潟リテラシーと創造工学演習による河北潟環境教育と環境改善の取組ー

◎学生支援◎学生支援GPGP
学外連携活動による人間力向上教育システム学外連携活動による人間力向上教育システム((平成平成1919〜〜2020年度）年度）
ー能登半島地震被災地復興支援を通してーー能登半島地震被災地復興支援を通してー

◎◎教育教育GPGP
学習達成度学習達成度試験による専門教育の質の保証試験による専門教育の質の保証
−−インストラクショナルデザインの活用インストラクショナルデザインの活用−−（平成（平成2020〜〜2222年度）年度）

◎◎ ee--LearningLearningの積極的導入「キャラボの積極的導入「キャラボEXEX」「アルク社ネットアカデミー」（」「アルク社ネットアカデミー」（GG））

◎◎1212高専共同で「高専共同で「ee--LearningLearningによる創造性教育コース」を開発による創造性教育コース」を開発（Ｉ）（Ｉ）

（平成（平成2020年度教員研究集会にて年度教員研究集会にて 文部科学大臣賞受賞）文部科学大臣賞受賞）



平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

４．４．中学校卒業直後の学生に対する中学校卒業直後の学生に対するメンタルヘルスメンタルヘルス
を含めた学生支援，生活支援を含めた学生支援，生活支援

(1)(1)学習に対する支援学習に対する支援
◎ものづくり支援◎ものづくり支援
・オンリー１プロジェクト（全学科）・オンリー１プロジェクト（全学科）
カート製作，野球場バックネット裏観客席作成カート製作，野球場バックネット裏観客席作成
癒しの空間づくりほか癒しの空間づくりほか

・・ロボコン試作・実験室の設置とボコン研究部のロボコン試作・実験室の設置とボコン研究部の
立ち上げ立ち上げ（（MM））

・実験，実習前の安全教育。ヒヤリハット事例集・実験，実習前の安全教育。ヒヤリハット事例集
の作成と安全対策の作成と安全対策（（MM））

・ものづくり・ものづくり教育支援システム（平成教育支援システム（平成1818年度）年度）（Ｉ）（Ｉ）

◎自学自習体制◎自学自習体制
・・卒業生やコーディネータの講話卒業生やコーディネータの講話→「→「将来の夢将来の夢」」,,「「学習の必要性」を自覚（学習の必要性」を自覚（MM））
・・卒業後も卒業後も含めた継続した学習のため各自にノート含めた継続した学習のため各自にノートPCPC（平成（平成1616年度年度〜〜））（Ｉ）（Ｉ）
・各種・各種ee--learninglearning教材や教科書作成（Ｉ）教材や教科書作成（Ｉ）

（平成（平成1717年度年度 高等専門学校情報処理教育研究委員会功労賞受賞）高等専門学校情報処理教育研究委員会功労賞受賞）

・英語教育システムの構築，語学マルチメディア演習室・英語教育システムの構築，語学マルチメディア演習室
・寮・寮 平成20年度運営諮問会議

(2009.3.11)

(2)(2)健康相談・生活相談に関する支援健康相談・生活相談に関する支援
◯「◯「生活の記録」による自己理解生活の記録」による自己理解
◯学生相談室，カウンセラー，保健室と担任等が連携した相談体制◯学生相談室，カウンセラー，保健室と担任等が連携した相談体制
・・心の健康相談日心の健康相談日,,自殺予防への取り組み講演会自殺予防への取り組み講演会,,学生生活実態調査アンケート等学生生活実態調査アンケート等

(3)(3)経済的支援経済的支援：奨学金制度および学費免除制度などの情報提供：奨学金制度および学費免除制度などの情報提供

(4)(4)就職・進学に関する支援就職・進学に関する支援：望ましい職業観・勤労観を育成するキャリア教育：望ましい職業観・勤労観を育成するキャリア教育

◯企業関係者等による就職対策講演および個別指導と進路に関するサポート体制◯企業関係者等による就職対策講演および個別指導と進路に関するサポート体制
◯資格試験や外部試験への取組◯資格試験や外部試験への取組

・第二種電気主任技術者，・第二種電気主任技術者，無線従事者無線従事者の取得カリキュラム構築（Ｅ）の取得カリキュラム構築（Ｅ）
・電気工事士，工事担任者，情報処理技術者関連の取得システム整備・電気工事士，工事担任者，情報処理技術者関連の取得システム整備（Ｅ）（Ｅ）
・・建築建築CADCAD技術者検定，建築技術者検定，建築CADCADデザイナー検定デザイナー検定がが1717年度より年度より学内試験認定学内試験認定

1717〜〜1919年年度で３年生以上の度で３年生以上の5959名が取得名が取得（Ａ）（Ａ）
・・専攻科専攻科生への生への２級建築士試験資格取得指導。２級建築士試験資格取得指導。1616〜〜2020年度年度でで1212名取得名取得（Ａ）（Ａ）

・・ディジタル技術検定ディジタル技術検定（Ｉ）（Ｉ）1717年度年度 II科学生科学生22名名と本校が文部科学大臣奨励賞と本校が文部科学大臣奨励賞

1818年度年度 学生学生22名が文部科学大臣奨励賞名が文部科学大臣奨励賞,1,1名が日本技能検定名が日本技能検定協会協会連合会連合会会長賞会長賞

1919年度年度 文部科学大臣賞奨励賞を２級情報部門で受賞文部科学大臣賞奨励賞を２級情報部門で受賞

2020年度年度 ２級制御部門で文部科学大臣奨励賞２級制御部門で文部科学大臣奨励賞，１級情報部門で日本技能検，１級情報部門で日本技能検定協会定協会

連合会会長賞，本校も団体優秀賞連合会会長賞，本校も団体優秀賞

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

(5)(5)社会活動に対する支援社会活動に対する支援
◯学外連携活動の場の情報提供と推進◯学外連携活動の場の情報提供と推進

様々なボランティア活動，インターンシップほか様々なボランティア活動，インターンシップほか
現代現代GPGPや学生支援や学生支援GPGP関係のプロジェクトなど関係のプロジェクトなど

ex.ex.つばたつばた町民八朔まつり町民八朔まつり(7(7月末月末))
津幡町津幡町どどまんなかフェスタまんなかフェスタ(8(8月末月末))

☞学生の社会活動を評価する制度の確立☞学生の社会活動を評価する制度の確立
☞ボランティア学の単位化☞ボランティア学の単位化 →→ 代休措置，集中講義ほかの検討代休措置，集中講義ほかの検討

(6)(6)生活指導の充実に関する具体的方策生活指導の充実に関する具体的方策
◯◯学校や社会生活におけるモラル教育の充実学校や社会生活におけるモラル教育の充実
・学生生活のＡＢＣ（Ａ：挨拶，Ｂ：美化，Ｃ：コンプライアンス）・学生生活のＡＢＣ（Ａ：挨拶，Ｂ：美化，Ｃ：コンプライアンス）
・交通安全講習会，・交通安全講習会，AEDAED講習会ほか講習会ほか

◯◯課外活動・学生会活動を通して組織活動の指導課外活動・学生会活動を通して組織活動の指導

・・クラブリーダー研修会，中部学生交流会はクラブリーダー研修会，中部学生交流会はかか
◯◯コンテスト等を通した共同作業やディスカッションの体験コンテスト等を通した共同作業やディスカッションの体験
・オンリー１プロジェクト，各種コンテストへの応募，学生会活動，学園祭企画・オンリー１プロジェクト，各種コンテストへの応募，学生会活動，学園祭企画

(7)(7)留学生受け入れおよび支援留学生受け入れおよび支援
◯ウインタースポーツ交流懇談会◯ウインタースポーツ交流懇談会
◯◯留学生・チューター意見交換会留学生・チューター意見交換会



平成20年度運営諮問会議
(2009.3.11)

５．５．海外の教育機関との国際交流，学外連携海外の教育機関との国際交流，学外連携

◎国際交流委員会の設置◎国際交流委員会の設置 H21.4H21.4

◎◎平成平成2020年度年度

内灘町と連携協力協定を内灘町と連携協力協定を締結締結

◎◎北陸地区高専間の外国人留学生交流会北陸地区高専間の外国人留学生交流会

◎◎イングリッシュワークショップをイングリッシュワークショップを開催開催

◎平成19年度
中国杭州職業技術学院と交流協定締結

◎◎平成平成1818年度年度
津幡津幡町と連携協力協定を町と連携協力協定を締結締結

◎◎平成平成1919年度年度
石川県石川県とと再就職支援再就職支援協定を協定を締結締結

第第3355回回国際交流会イングリッシュワークショップ国際交流会イングリッシュワークショップ
H19.9.10H19.9.10



学生寮
- 第１期中期計画の反省と次期計画への課題 -

寮務主事
竹下哲義

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

報告内容

１．有朋寮

２．寮棟

３．学生寮の第１期中期計画

４．中期計画の反省と課題

５．体制

６．次期中期計画

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

１．有朋寮

教育寮として、

規律ある共同生活を送り、
自立した人間に成長する
ことを目指す。

寮生活の目標

（１） 自学・自習により技術者として素養を身に付ける。
（２） 自律の精神で他人への迷惑も考える。
（３） 寛容・互助の心や友情を育てる。
（４） 規律・日課は守る。
（５） 身の回りは清潔に保ち、健康的に生活する。

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

２．寮棟

62⇒60女子 ２人部屋山寮

95⇒124⇒119男子 ４人部屋中寮

89男子 １人部屋海寮

定員概 要寮棟

合計 268

女子留学生

希望者増、指導寮生

１人部屋＋２人部屋 指導寮生室

シャワー室

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校



３．学生寮の第１期中期計画

１ 「運営方針」
住環境の充実と共同生活規律の両立を図る

２ 「生活指導」
寮生会活動の活発化

３ 「留学生支援」
留学生の受け入れ体制の整備・充実を図ると
ともに生活支援を推進

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

４．中期計画１
住環境の充実と共同
生活規律の両立を図る

・４人部屋と自習室
・女子風呂の新設
・エアコンの設置
・ＬＡＮ環境の充実
・学習室（自学自習）
・週例清掃、月例清掃

・新棟の要求
・寮生会による自主運営
・指導寮生の活用
・伝統を創出するには

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

５．中期計画２
寮生会活動の活発化

・寮スポーツ大会
・新入寮生説明会
・池掃除
・寮内イベント
・５年生を送る会
・高専間学寮交流

・自主運営
・寮に入る喜び
・伝統の創出

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

６．中期計画３
留学生受入れと支援

・花見交流会
・スポーツ交流会
・イベントへの参加
・講師として学外へ
・お国紹介

・国際化の促進
・留学生受入れ拡充
・女子留学生受入れ
・国際交流委員会

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校



７．体制

寮務委員会
寮務主事 １名

寮務主事補佐 ３名

寮務委員 ４名

教員

寮生265名

寮生会

寮長 １名

副寮長 ３名

会計 ２名

広報 ２名

低学年指導寮生 ３名

フロア長 ６名

委員長 ４名

留学生 ６名

寮生会の自主運営の支援

受入れ拡充と国際化

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

８．次期中期計画

１ 「運営方針」
住環境の充実と共同
生活規律の両立を図る

２ 「生活指導」
寮生会活動の活発化

３ 「留学生支援」
留学生の受け入れ体制
の整備・充実を図ると
ともに生活支援を推進

運営諮問会議 2009.3.11 石川工業高等専門学校

・伝統を創出するには
・寮生会による自主運営
・指導寮生の活用
・国際化の促進
・留学生受入れ拡充



地域と協同した技術者
教育への取り組み

第2期中期計画策定に向けて

－ 専攻科、地域貢献、現代ＧＰを
中心とした取り組み －

専攻科における取り組み(1)

中期計画

本校専攻科

本科での専門科目の確かな理解のうえに、幅広く、しかも精深な専門教
育を展開することで修得した知識を柔軟に活用できる応用力を育む。

高度な専門的知識と技術を身につけた研究開発型技術者の育成

専攻科における取り組み(2)

中央教育審議会答申

高専教育により養成する人材像

修得した技術をさらに使いこなせるようになるためには現場におけ
る教育・訓練が必要であり、このため、専攻科における企業と連携
した共同教育が有効かつ重要

複合領域に対応できる幅広い視野を持ち、高い課題設定・解決能力
を備えた実践的・創造的技術者の育成

専攻科における取り組み(3)

ＪＡＢＥＥ認定の取り組み

国際的に通用する技術者の育成

創造工学プログラムの構築
融合複合型演習の実施、総合評価、外部評価の導入

プロジェクト型の演習の実施
技術者倫理・環境関連の特別講義の実施、他



専攻科における取り組み(4)

長期インターンシップの導入・実施

地域企業が抱える課題や社会的課題の中から問題設定を行い、
それに取り組む能力を身に付ける
⇒ 地域企業や社会の中核で活躍できる人材を育成

平成18年度から、従来のインターンシップを大幅に改定し、３ヶ月、
10単位の必修科目としての長期インターンシップを実施

☆今後の課題
ものづくりにおいて必要となる専門力・展開力（応用力）を体験で
きるものとする
長期インターンシップで得られた経験知としての技や術と学問知を
融合・複合するためのカリキュラムの改正が今後の課題

専攻科における取り組み(5)

創造工学演習におけるＧＰの取り組み

地域と関連した河北潟の環境改善、能登半島地震からの震災復興を
テーマ・課題として実施
Ｅｘ．出前授業、各種プロジェクトの実施（現代ＧＰ、学生支援ＧＰ）

創造工学演習Ⅱ後期では、チームプロジェクト型のテーマ「工業的生
産物の創造的製作」のもと、専攻及び出身学科の枠を超えた融合チ
ームを組み、計画を立て実行しながらチームワークと創造性を養う

☆今後の課題
創造工学演習のエンジニアリングデザイン教育への進展と特別研
究、インターンシップとの連携をどのようにするか

地域貢献の取り組み(1)

中期計画

◎石川県を中心とした企業等との共同研究・技術相談などにきめ
細かく対応し、地域社会との連携・協力を推進する地域一体型高
専（地域に開かれた高専）を目指す

◎トライアル研究センターを中心とする社会との連携強化を図り、生
涯学習支援および地域貢献を推進する

◎地域に開かれた高専を目指して、学術・技術交流の活性化を図り、
人的ネットワークを構築する

地域貢献の取り組み(2)

地域および地域企業との連携

１．共同研究、受託研究、技術相談の拡大

２．石川工業高等専門学校技術振興交流会

石川高専の教育研究支援組織、119社加盟

３．人材育成事業

石川県ニッチトップ人材育成事業（経済産業省採択事業）

原子力人材育成プログラム（経済産業省採択事業）

社会人学び直しニーズプログラム（文部科学省採択事業）

４．市町村との連携協定の締結

津幡町、内灘町との連携協定締結、金沢市との協定締結

（今年度中に締結予定）

５．公開講座の実施



地域貢献の取り組み(3)

地域および地域企業との連携

☆今後の課題
石川の風土を活かしつつ、学生、地域、地域企業へのサービス日本
一の高専を目指す場の提供
学生の教育と地元との連携研究をフィードバックできるカリキュラム
の確立
コーディネータの活用

地域貢献の取り組み(4)

学術・技術交流の活性化と人的ネットワークの構
築

１．研究会の発足
技術振興交流会参加企業技術者と本校教員とで組織する研究
会（各科ごとに２～４件発足）、技術・研究交流

２．他高専との研究交流
高専機構とJSTの包括連携協定締結

富山高専、富山商船高専、石川高専とJSTイノベーションプラザ
石川との間で覚書を交換

３高専及び北陸先端科学技術大学院大学と共同研究の立ち上げ

現代的教育ニーズ取組支援プロ
グラム（現代ＧＰ） (1)
「郷土愛育成による環境改善教育システム構築」
の取組

河北潟を場とした環境教育を「ものづくり」をとおして行う。

河北潟を場とした環境教育を教育システムに取り込む。
→専攻科「創造工学演習」・本科「河北潟リテラシー」

河北潟を場とした環境教育を地域と連携して行う。
→内灘町・津幡町・河北潟干拓地関係者・ＮＰＯ法人等

現代的教育ニーズ取組支援プロ
グラム（現代ＧＰ）(2)
「郷土愛育成による環境改善教育システム構築」
の取組

本プログラムは２０年度２年度目を実践
平成２０年度に実施した主な活動

① ６月～３月 「河北潟リテラシー」（対象：本科3年～5年生）
本科 英語・保健体育・化学・歴史・国語で、河北潟を場とした環境
教育を進めるための、郷土愛と環境意識を育成
する「河北潟入門」

② ４月～９月、１２月～３月 「創造工学演習I」（対象：専攻科1年生）
前期「河北潟出前授業」の実施
後期「木工沈床」の製作と改良



現代的教育ニーズ取組支援プロ
グラム（現代ＧＰ）(3)
「郷土愛育成による環境改善教育システム構築」
の取組

③１０月～３月 「創造工学演習II」（専攻科2年生 対象）の実施

<自然エネルギープロジェクト>：河北潟の太陽光発電の
可能性、風力･太陽光発電を利用した水循環システムの製作

<自然環境GISプロジェクト>：河北潟周辺環境GISプロジェクトをと
おして地理情報を取り扱う技能を身につける。

<自然再生プロジェクト>：「木工沈床」の設置によって水質浄化能
を有する工作物の製作

現代的教育ニーズ取組支援プロ
グラム（現代ＧＰ）(4)
「郷土愛育成による環境改善教育システム構築」
の取組

その他、４月～８月に「学生出前授業」実施に向けた近隣中学校と
の打合せ等と試行的に実施した。

教材・素材の精選や、教育課程の中での安定した位置づけが今後の
課題となる
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